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◇
…
日
米
首
脳
会
談
が
二
月
十

一
、
十
二
日
の
両
日
に
亘
り
開

か
れ
た
。
農
林
水
産
業
も
そ
の

焦
点
の
一
つ
に
な
る
か
と
予
想

さ
れ
て
い
た
が
、
目
下
の
情
報

で
は
一
切
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
。
農
林
水
産
物
の
輸
出
入
に
つ
い
て

は
ア
メ
リ
カ
側
も
重
視
し
て
お
り
、
日
本

側
も
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

な
に
し
ろ
一
三
〇
〇
万
エ
ー
カ
ー
の
耕
地

を
所
有
し
て
い
る
の
だ
か
ら
産
業
的
に
も

価
値
は
大
き
い
。

◇
…
十
九
世
紀
の
は
じ
め
頃
は
日
本
の
農

業
は
悲
惨
な
状
態
だ
っ
た
。
二
百
年
の
永

い
間
続
い
た
泰
平
の
世
は
人
々
の
間
に
贅

沢
と
散
財
の
気
風
を
ま
き
散
ら
し
た
。
そ

し
て
戦
後
は
農
地
改
革
と
米
価
の
抑
制
で

あ
る
。
農
業
は
時
の
行
政
に
引
き
ず
り
回

さ
れ
た
と
い
え
る
。
金
次
郎
こ
と
二
宮
尊

徳
は
親
を
亡
く
し
伯
父
に
引
き
と
ら
れ
、

と
に
か
く
「
目
明
さ
見
え
ず
」
つ
ま
り
字

の
読
め
な
い
人
間
に
は
な
り
た
く
な
い
の

思
い
が
強
か
っ
た
。
孔
子
の
『
大
学
』
を

一
冊
入
手
、
そ
の
古
典
の
勉
強
に
力
を
注

い
だ
。
し
か
し
伯
父
に
見
つ
か
り
「
役
に

立
た
な
い
本
で
貴
重
な
灯
油
を
使
う
と
は

な
に
ご
と
か
」、
と
こ
っ
ぴ
ど
く
怒
ら
れ
る
。

◇
…
尊
徳
は
川
岸
の
わ
ず
か
な
空
地
を
利

用
し
、
油
菜
の
種
を
撒
き
作
物
の
栽
培
に

勤
し
み
、
一
年
後
に
大
き
な
袋
一
杯
の
菜

種
を
手
に
す
る
。
し
か
し
こ
こ
で
も
伯
父

に
怒
ら
れ
た
。
一
日
の
仕
事
が
終
わ
る
と

む
し
ろ
織
り
や
草わ

ら
じ鞋
作
り
に
励
む
。
勉
強

は
干
し
草
や
薪
を
取
り
行
く
往
復
の
道
で

行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
が
身
に
つ
け
た

哲
学
は
「
自
然
は
そ
の
法
に
し
た
が
う
者

に
は
豊
か
に
報
い
る
」
こ
と
だ
っ
た
。

◇
…
尊
徳
の
忍
耐
と
信
念
と
勤
勉
は
広
く

伝
え
ら
れ
、
尊
徳
は
伯
父
の
家
を
去
る
。

◇
…
尊
徳
の
名
声
は
日
増
し
に
高
ま
り
、

小
田
原
藩
主
大
久
保
忠
真
に
ま
で
達
し
た
。

当
時
、
藩
主
の
分
家
の
所
領
で
あ
る
下
野

国
の
物
井
、
横
田
、
東
沼
の
三
村
で
は
農

業
が
衰
退
し
、
耕
地
も
荒
れ
放
題
で
あ
っ

た
。
藩
主
は
こ
の
三
村
の
復
興
を
尊
徳
に

頼
む
。
こ
の
時
尊
徳
は
綿
密
に
三
村
の
実

情
を
調
べ
、
三
村
が
一
体
と
な
っ
て
仁
愛
、

勤
勉
、
自
助
の
徳
を
徹
底
し
て
行
え
ば
復

興
可
能
と
踏
む
。
つ
ま
り
道
徳
力
を
経
済

改
革
の
要
と
し
て
引
き
受
け
見
事
に
成
功

す
る
。
こ
の
よ
う
な
農
業
改
革
を
進
め
る

立
役
者
が
今
後
の
日
本
に
登
場
す
る
か
ど

う
か
。
日
本
の
農
業
は
ま
さ
に
岐
路
に
立

た
さ
れ
て
い
る
。（
Ｋ
）

　

海
洋
保
護
区
と
い
う
言
葉
は
、
多
く
の
日
本

人
に
は
ま
だ
馴
染
み
が
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

生
物
多
様
性
に
関
す
る
国
際
的
な
議
論
を
経

て
生
ま
れ
た
概
念
で
あ
り
、
日
本
で
は
共
同
漁

業
権
漁
場
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
タ
イ
プ

の
海
洋
保
護
区
が
同
一
海
域
に
重
層
的
に
設

け
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
と
の
こ
と
で
す
。
漁

業
者
が
海
洋
保
護
区
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
資
源
管
理
等
の
効
果
が
上
が
り
、
さ
ら
に

多
く
の
市
民
が
参
画
す
る
取
り
組
み
と
し
て

深
化
を
見
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。
著
者
の
ご
尽

力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
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日
本
漁
業
は
、
沿
岸
、
沖
合
、
そ
し
て
遠

洋
の
漁
業
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
振
興
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
る
の
で
、
そ
の
為
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
分
析
、
乃
至
振
興
施
策

の
必
要
性
を
、
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
坊

間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
、
い
わ
ゆ
る
利
益
代
表
的
見
解
が
横
行
し

す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
わ
が
国
民
経
済
の
な
か
に
お
け
る
日
本

漁
業
を
、
近
代
産
業
と
し
て
、
よ
り
発
展
振

興
さ
せ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
信
ず

る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
水
産
業
の

個
別
的
分
析
の
徹
底
に
つ
と
め
る
と
と
も
に

そ
の
総
合
的
視
点
か
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
、

世
界
経
済
と
と
も
に
発
展
振
興
す
る
方
策
の

樹
立
に
一
層
精
進
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
様
な
努
力
目
標
に
む
か
っ
て
わ
れ
わ

れ
の
調
査
研
究
事
業
を
発
足
さ
せ
た
次
第
で

冊
子
の
生
れ
た
処
以
、
ま
た
こ
れ
へ
の
奉
仕

の
、
さ
さ
や
か
な
表
わ
れ
で
あ
る
。
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一
．
日
本
の
海
洋
保
護
区
と
本
稿
の
目
的

　

我
々
人
類
は
、
古
来
自
然
か
ら
様
々
な
恵
み
（
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
）
を
享
受
し
、
文
明
を
築
い
て

き
た
。
海
か
ら
得
ら
れ
る
食
料
と
し
て
の
水
産
資
源
は
、
そ
の
代
表
的
な
恵
み
の
一
つ
で
あ
る
。
海

の
中
で
水
産
資
源
が
再
生
産
し
つ
づ
け
る
た
め
に
は
、
そ
の
餌
と
な
る
生
物
や
棲
む
場
所
、
そ
れ

ら
を
支
え
る
基
礎
生
産
や
物
質
循
環
な
ど
、
多
様
な
生
物
と
生
態
系
の
保
全
が
重
要
で
あ
る
（
牧

国
立
研
究
開
発
法
人 

水
産
研
究
・
教
育
機
構

中
央
水
産
研
究
所 

経
営
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

牧

野

光

琢

漁
業
管
理
グ
ル
ー
プ
長

我
が
国
の
海
洋
保
護
区
と
持
続
可
能

な
漁
業
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我
が
国
沿
岸
で
は
、
各
地
の
漁
業
者

の
自
主
的
管
理
を
中
心
に
、
持
続
的

に
漁
業
資
源
を
利
用
す
る
た
め
の
取

組
が
長
く
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
結
果

と
し
て
生
物
多
様
性
も
保
全
さ
れ
て

き
た

ア
ジ
ア
の
魚
食
国
で
あ
り
、
先
進
国

で
も
あ
る
日
本
は
、
こ
の
ア
ジ
ア
に

お
け
る
漁
業
の
持
続
可
能
な
発
展
を

実
現
す
る
う
え
で
、
重
要
な
国
際
的

責
務
を
負
っ
て
い
る

れ
て
い
る
状
態
に
あ
る
（F

A
O

 2016

）。
一
方
で
、
世
界
で
水
産
物
に
対
す
る
世
界
の
需
要
を
満
た

し
、
持
続
可
能
な
形
で
貧
困
と
飢
餓
を
撲
滅
し
て
い
く
た
め
に
は
、
過
剰
漁
獲
状
態
に
あ
る
三
〇
％

の
資
源
を
適
切
に
管
理
し
、
資
源
を
回
復
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
残
り
の
七
〇
％
に
つ
い
て
も
持

続
可
能
な
形
で
漁
業
開
発
を
つ
づ
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
ア
ジ
ア
海
域
は
、
世
界
の

漁
業
者
約
五
，
六
〇
〇
万
人
の
う
ち
八
四
％
、
世
界
の
漁
船
四
六
〇
万
隻
の
う
ち
の
七
五
％
、
世
界

の
海
で
の
漁
獲
量
八
，
一
〇
〇
万
ト
ン
の
う
ち
五
〇
％
を
占
め
る
、
世
界
の
漁
業
の
中
心
で
あ
る

（F
A

O
 2016

）。
ア
ジ
ア
の
魚
食
国
で
あ
り
、
先
進
国
で
も
あ
る
日
本
は
、
こ
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る

漁
業
の
持
続
可
能
な
発
展
を
実
現
す
る
う
え
で
、
重
要
な
国
際
的
責
務
を
負
っ
て
い
る
。
海
洋
保
護

区
の
議
論
に
お
い
て
も
、
人
間
活
動
を
排
除
す
る
「
要
塞
型
」
の
保
護
区
で
は
な
く
、
持
続
的
発
展

と
生
物
多
様
性
保
全
を
両
立
す
る
た
め
の
保
護
区
を
日
本
か
ら
国
際
的
に
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　

二
〇
一
一
年
に
内
閣
官
房
総
合
海
洋
政
策
本
部
で
了
承
さ
れ
た
「
海
洋
生
物
多
様
性
保
全
戦
略
」

に
お
い
て
、わ
が
国
の
海
洋
保
護
区
が
初
め
て
定
義
さ
れ
た（
図
１
）。そ
こ
で
は
、海
洋
保
護
区
を「
海

洋
生
態
系
の
健
全
な
構
造
と
機
能
を
支
え
る
生
物
多
様
性
の
保
全
お
よ
び
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
持
続

可
能
な
利
用
を
目
的
と
し
て
、
利
用
形
態
を
考
慮
し
、
法
律
ま
た
は
そ
の
他
の
効
果
的
な
手
段
に
よ

り
管
理
さ
れ
る
明
確
に
特
定
さ
れ
た
区
域
」
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
次
章
で
詳
し
く
紹
介
す

る
よ
う
に
、
生
物
多
様
性
条
約
第
七
回
締
約
国
会
議
（C

B
D

 C
O

P
7

）
の
沿
岸
・
海
洋
保
護
区
や
、

国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
の
保
護
区
、
そ
し
て
国
連
食
糧
農
業
機
関
（U

N
 F

A
O

）
の
海

野2013, G
arcia et al. 2014

）。
そ
の
た
め
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
近
年
国
際
的
な
議
論
が
重

ね
ら
れ
て
い
る
の
が
海
洋
保
護
区
（M

arine P
rotected A

reas: M
P

A
s

）
で
あ
る
（田

中
2008, 

Y
agi et al. 2010, S

andars et al. 2011/2012

、釣
田

・松
田

2014

）。

　

我
が
国
沿
岸
で
は
、
各
地
の
漁
業
者
の
自
主
的
管
理
を
中
心
に
、
持
続
的
に
漁
業
資
源
を
利
用
す

る
た
め
の
取
組
が
長
く
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
物
多
様
性
も
保
全
さ
れ
て
き
た
。
た
と

え
ば
日
本
書
紀
で
は
、
持
統
三
年
（
六
八
九
年
）
の
記
録
と
し
て
、「
禁
断
漁
猟
於
摂
津
国
武
庫
海

一
千
歩
内
」（
一
千
歩
＝
一
六
六
五
メ
ー
ト
ル
）
と
あ
り
、
こ
れ
は
世
界
最
古
級
の
海
洋
保
護
区
の

記
録
と
さ
れ
る
（
加
々
美
二
〇
一
二
）。
近
年
で
も
、
本
稿
で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
漁
業
者
に
よ
る

自
主
的
な
禁
漁
区
・
禁
漁
期
の
設
定
、
漁
具
の
制
限
、
藻
場
・
干
潟
の
保
全
等
の
取
組
が
広
く
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
海
洋
保
護
区
を
、
漁
業
等
の
人
間
活
動
を
禁
止
す
る
区
域
と
し
て
で
は

な
く
、
水
産
資
源
の
保
存
管
理
手
法
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
海
洋
生
態
系
及
び
生
物
多
様
性
の
保
全

と
漁
業
の
持
続
的
発
展
の
両
立
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
生
物
多
様
性
条
約

の
三
つ
の
目
的
（
生
物
多
様
性
の
保
全
、
そ
の
持
続
可
能
な
利
用
、
利
益
の
公
正
か
つ
衡
平
な
配

分
）、
お
よ
び
、
二
〇
一
五
年
に
国
連
加
盟
国
が
採
択
し
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（S

ustainable 

D
evelopm

ent G
oals

）」
の
目
標
14
「
海
洋
と
海
洋
資
源
を
持
続
可
能
な
開
発
に
向
け
て
保
全
し
、

持
続
可
能
な
形
で
利
用
す
る
」
に
沿
っ
た
考
え
方
で
も
あ
る
。

　

二
〇
一
三
年
時
点
に
お
け
る
世
界
の
水
産
資
源
の
利
用
状
況
を
み
る
と
、
約
六
〇
％
が
満
限
ま
で

開
発
さ
れ
、
一
〇
％
が
ま
だ
十
分
に
開
発
さ
れ
て
い
な
い
状
態
、
そ
し
て
三
〇
％
が
過
剰
に
漁
獲
さ
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海
洋
生
物
多
様
性
保
全
戦
略
の
資
料

集
で
は
、
日
本
で
こ
れ
ま
で
行
わ
れ

て
き
た
様
々
な
海
の
区
域
保
護
施
策

の
う
ち
、
海
洋
保
護
区
に
該
当
す
る

も
の
が
整
理
さ
れ
た

洋
保
護
区
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
的
定
義
の
文
言
を
踏
ま
え
た
、
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
海
洋
生
物
多
様
性
保
全
戦
略
の
資
料
集
で
は
、
日
本
で
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
様
々
な

海
の
区
域
保
護
施
策
の
う
ち
、
海
洋
保
護
区
に
該
当
す
る
も
の
が
整
理
さ
れ
た
。
ま
ず
、
水
産
分
野

の
海
洋
保
護
区
と
し
て
は
、
保
護
水
面
（
水
産
資
源
保
護
法
）、
共
同
漁
業
権
区
域
（
漁
業
法
）、
沿

岸
水
産
資
源
開
発
区
域
、
指
定
区
域
（
海
洋
水
産
資
源
開
発
促
進
法
）、
都
道
府
県
・
漁
業
者
団
体

等
に
よ
る
各
種
指
定
区
域
（
漁
業
法
、
水
産
資
源
保
護
法
、
水
産
業
協
同
組
合
法
）
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
次
に
、自
然
景
観
保
護
を
目
的
と
す
る
海
洋
保
護
区
と
し
て
自
然
公
園
（
自
然
公
園
法
）

と
自
然
海
浜
保
全
地
区
（
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
）
が
挙
げ
ら
れ
た
。
最
後
に
、
自
然
環

境
ま
た
は
生
物
の
生
息
・
生
育
場
の
保
護
等
を
目
的
と
し
た
海
洋
保
護
区
と
し
て
、
自
然
環
境
保
全

地
域
（
自
然
環
境
保
全
法
）、
鳥
獣
保
護
区
（
鳥
獣
保
護
法
）、
生
息
地
等
保
護
区
（
種
の
保
全
法
）、

天
然
記
念
物
（
文
化
財
保
護
法
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

著
者
ら
は
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
二
十
七
年
度
ま
で
の
三
年
間
に
わ
た
り
、
水
産
庁
委
託
事
業

「
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
漁
業
推
進
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
日
本
の
海
洋
保
護
区
の
効
果
に
関

す
る
総
合
的
検
証
を
行
っ
た
。
本
稿
は
、
そ
の
主
要
な
結
果
を
紹
介
す
る
。
ま
ず
次
章
で
は
、
海
洋

保
護
区
に
関
す
る
近
年
の
国
際
的
な
議
論
の
動
向
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
第
三
章
で
は
、
日
本
各
地

の
海
洋
保
護
区
の
事
例
（
知
床
、
東
京
湾
、
舳
倉
島
、
日
生
、
石
西
礁
湖
）
に
基
づ
き
、
持
続
可
能

な
漁
業
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
の
海
洋
保
護
区
の
効
果
を
紹
介
す
る
。そ
こ
で
は
、

図１　我が国における海洋保護区の定義と例
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一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
海
洋
法
に

関
す
る
国
際
連
合
条
約
の
発
効
を
は

じ
め
、
生
物
の
多
様
性
に
関
す
る
条

約
の
発
効
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
の

「
責
任
あ
る
漁
業
の
た
め
の
行
動
規

範
」
の
採
択
な
ど
、
海
洋
の
生
物
多

様
性
に
関
わ
る
基
本
的
な
国
際
的
枠

組
や
規
範
が
形
成
さ
れ
た

国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）

も
、
二
〇
〇
八
年
に
「
保
護
地
域
カ

テ
ゴ
リ
ー
適
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

公
表
し
、
一
九
八
八
年
に
発
表
さ
れ

た
保
護
地
域
の
旧
定
義
を
改
訂
し

て
、
海
洋
保
護
区
を
含
む
保
護
地
域

の
新
し
い
定
義
を
示
す
と
と
も
に
、

「
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
保
護
地
域
カ
テ
ゴ
リ
ー
」

の
適
用
の
考
え
方
を
示
し
た

連
す
る
動
植
物
、
歴
史
的
及
び
文
化
的
特
徴
が
、
法
律
及
び
慣
習
を
含
む
他
の
効
果
的
な
手
段
に
よ

り
保
護
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
海
域
又
は
沿
岸
の
生
物
多
様
性
が
周
辺
よ
り
も
高
い
レ
ベ
ル
で
保
護

さ
れ
て
い
る
効
果
を
有
す
る
区
域
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
二
〇
一
〇
年
に
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た

生
物
多
様
性
条
約
第
一
〇
回
締
約
国
会
議
（C

B
D

 C
O

P
10

）
で
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
沿
岸
・

海
洋
の
一
〇
％
を
海
洋
保
護
区
等
の
手
段
に
よ
り
適
切
に
保
全
・
管
理
す
る
（
目
標
11
）
こ
と
を
含

む
「
愛
知
目
標
」
が
設
定
さ
れ
た
。

　

国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
も
、
二
〇
〇
八
年
に
「
保
護
地
域
カ
テ
ゴ
リ
ー
適
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
公
表
し
、
一
九
八
八
年
に
発
表
さ
れ
た
保
護
地
域
の
旧
定
義
を
改
訂
し
て
、
海
洋
保
護

区
を
含
む
保
護
地
域
の
新
し
い
定
義
を
示
す
と
と
も
に
、「
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
保
護
地
域
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
の

適
用
の
考
え
方
を
示
し
た
（D

udley 2008

）。
そ
こ
で
は
保
護
地
域
を
、「
自
然
お
よ
び
関
連
す
る

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
、
文
化
的
価
値
の
長
期
的
な
保
護
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
、
法
令
そ
の
他
有
効
な

方
法
を
以
て
認
め
ら
れ
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
、
管
理
さ
れ
た
明
確
に
境
界
が
定
め

ら
れ
た
地
理
的
な
空
間
（
訳
：
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ
フ
ィ
ス
）」
と
し
、
さ
ら
に
、
表

一
の
よ
う
に
、
管
理
の
目
的
に
応
じ
た
七
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
提
示
し
て
い
る
。
な
お
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ

が
二
〇
一
二
年
に
発
表
し
た
海
洋
保
護
区
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
南
極
の
海
洋
生
物
資
源

の
保
存
に
関
す
る
条
約
（C

C
A

M
L

R

）
が
適
用
さ
れ
て
い
る
海
域
全
体
が
、
保
護
区
カ
テ
ゴ
リ
ー

Ⅳ
に
該
当
す
る
と
整
理
し
て
い
る
（D

ay et al. 2012

）。

　

国
連
食
糧
農
業
機
関
（U

N
 F

A
O

）
も
、
海
洋
生
物
多
様
性
の
保
全
と
持
続
可
能
な
漁
業
の
両
立

海
洋
保
護
区
の
設
置
に
よ
る
①
資
源
・
生
態
面
の
効
果
、
②
生
産
・
経
済
面
の
効
果
、
③
地
域
・
文

化
面
の
効
果
、
を
総
合
的
に
検
討
し
て
い
る
。
最
後
に
第
四
章
で
、
本
稿
の
主
要
な
結
論
を
ま
と
め

た
後
、
今
後
の
我
が
国
の
海
洋
保
護
区
に
関
す
る
私
的
な
見
解
を
述
べ
た
い
。

二
．
海
洋
保
護
区
を
め
ぐ
る
国
際
的
議
論
の
動
向

１
．
条
約
や
国
際
機
関
に
お
け
る
議
論
の
経
緯

　

海
洋
保
護
区
の
概
念
が
国
際
的
に
議
論
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
一
九
六
二
年
の
第
一
回
世
界
国
立
公

園
会
議
が
契
機
だ
と
さ
れ
る
（
加
々
美
二
〇
〇
八
）。
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
海
洋
法
に
関
す
る

国
際
連
合
条
約
（
国
連
海
洋
法
条
約
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
）
の
発
効
（
一
九
九
四
年
）
を
は
じ
め
、
生

物
の
多
様
性
に
関
す
る
条
約
（
生
物
多
様
性
条
約
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
の
発
効
（
一
九
九
三
年
）、
国
連
食

糧
農
業
機
関
（U

N
 F

A
O

）
の
「
責
任
あ
る
漁
業
の
た
め
の
行
動
規
範
」
の
採
択
（
一
九
九
五
年
）

な
ど
、
海
洋
の
生
物
多
様
性
に
関
わ
る
基
本
的
な
国
際
的
枠
組
や
規
範
が
形
成
さ
れ
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
は
、
こ
れ
ら
の
国
際
的
枠
組
の
も
と
で
の
海
洋
保
護
区
の
定
義
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
な
ど
の
基
礎
的
ツ
ー
ル
が
形
成
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
、
二
〇
〇
四
年
の
第
七
回
締
約
国

会
議
（C

B
D

 C
O

P
7

）
に
お
い
て
沿
岸
・
海
洋
保
護
区
の
定
義
を
示
し
た
。
そ
こ
で
は
、「
海
洋
環

境
の
内
部
ま
た
は
そ
こ
に
接
す
る
明
確
に
定
め
ら
れ
た
区
域
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
あ
る
水
塊
及
び
関
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二
〇
一
三
年
一
〇
月
、
フ
ラ
ン
ス
国

マ
ル
セ
イ
ユ
で
第
三
回
国
際
海
洋
保

護
区
会
議
が
開
催
。
そ
の
目
的
は
、

「
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
海
の
一
〇
％

を
保
護
す
る
」

二
〇
一
三
年
一
一
月
に
は
、
第
一
回

ア
ジ
ア
国
立
公
園
会
議
が
仙
台
市
で

開
催

を
推
進
す
る
。

◦　

公
海
を
保
全
す
る
た
め
の
国
際
的
海
洋
保
護
区
の
設
置
を
国
連
海
洋
法
条
約
の
も
と
で
進
め

る
。

◦　

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
地
域
ア
プ
ロ
ー
チ
等
の
適
切
な
ス
ケ
ー
ル
を
検
討

す
る
。

◦　

地
中
海
信
用
基
金
の
よ
う
な
革
新
的
か
つ
持
続
的
な
資
金
動
員
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
促
進
す

る
。

◦　

物
質
的
尺
度
を
越
え
た
海
洋
の
文
化
的
・
哲
学
的
・
精
神
的
な
価
値
を
尊
重
す
る
。

　

特
に
最
後
の
提
言
を
実
現
す
る
た
め
に
、
自
然
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
加
え
て
人
文
社
会
科
学
的

ア
プ
ロ
ー
チ
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

同
じ
く
二
〇
一
三
年
一
一
月
に
は
、
第
一
回
ア
ジ
ア
国
立
公
園
会
議
（T

he 1
st A

sia P
arks 

C
ongress: A

P
C

）
が
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
。
Ａ
Ｐ
Ｃ
は
、
ア
ジ
ア
地
域
二
二
カ
国
の
保
護
地
域

所
管
機
関
の
代
表
等
を
含
む
、
政
府
、
自
治
体
、
国
際
機
関
職
員
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
、
研
究
者
、
学
生

な
ど
世
界
の
四
〇
の
国
と
地
域
か
ら
約
八
〇
〇
名
が
参
加
し
、
日
本
国
環
境
省
と
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
共
催

で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
保
護
地
域
管
理
の
現
状
・
課
題
、
優
良
事
例
等

を
共
有
し
、
生
物
多
様
性
条
約
の
愛
知
目
標
の
達
成
及
び
保
護
地
域
作
業
計
画
の
実
施
に
向
け
た
地

域
の
協
力
体
制
の
構
築
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
会
議
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
保
護
地
域

を
実
現
す
る
た
め
に
、
海
洋
保
護
区
は
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
に
発
表
し
た
「
漁
業
と
海
洋
保
護
区
に
関
す
る
技
術
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
海
洋

保
護
区
を
「
生
物
多
様
性
の
保
全
あ
る
い
は
漁
業
管
理
を
目
的
と
し
て
、
周
囲
の
海
域
よ
り
も
高
い

保
護
が
与
え
ら
れ
て
い
る
海
洋
の
地
理
的
区
域
」
と
定
義
し
て
い
る
（F

A
O

 2011

）。

２
．
近
年
の
国
際
会
議
等
に
お
け
る
議
論

　

二
〇
一
三
年
一
〇
月
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
マ
ル
セ
イ
ユ
で
第
三
回
国
際
海
洋
保
護
区
会
議
（T

hird  

International M
arine P

rotected A
reas C

ongress: IM
P

A
C

3

）
が
開
催
さ
れ
た
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ

と
フ
ラ
ン
ス
国
海
洋
保
護
区
庁
の
共
催
）。
政
府
機
関
、
研
究
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
国
際
機
関
等
の
海

洋
保
護
区
関
係
者
が
八
七
ヶ
国
か
ら
約
一
五
〇
〇
名
参
加
し
た
。
そ
の
目
的
は
、「
二
〇
二
〇
年
ま

で
に
海
の
一
〇
％
を
保
護
す
る
」
と
い
う
、
愛
知
目
標
11
を
達
成
す
る
た
め
の
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
や

ツ
ー
ル
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
り
、
海
洋
保
護
区
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
交
換
、
海
洋
保
護
区
間
の
協
力
関

係
の
構
築
、
広
域
お
よ
び
地
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
促
進
、W

eb

を
通
じ
た
利
害
関
係
者
参
画
の

促
進
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
の
成
果
と
し
て
、以
下
六
つ
の
提
言
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

◦　

ロ
ー
カ
ル
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
海
洋
保
護
区
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
集
し
世
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

結
び
つ
け
る
。

◦　

公
海
を
含
む
海
洋
空
間
計
画
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す
る
た
め
に
企
業
と
の
提
携
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国
際
サ
ン
ゴ
礁
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

（International C
oral R

eef 
Initiative: IC

R
I

）
は
、
世
界
の
サ

ン
ゴ
礁
と
関
連
生
態
系
の
保
全
を
目

的
に
一
九
九
四
年
に
設
立

が
自
然
と
そ
れ
に
関
連
す
る
文
化
的
資
源
を
保
全
す
る
有
効
な
手
法
で
あ
る
こ
と
、
ア
ジ
ア
は
世
界

で
最
も
多
様
性
に
富
ん
だ
地
域
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
愛
知
目
標
11
を
含
む
世
界
の
生
物
多
様
性
目
標

の
達
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
、
従
っ
て
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
保
護
地
域
の
管
理
の
強
化
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
ま
と
め
た
「
ア
ジ
ア
保
護
地
域
憲
章
」
を
採
択
し
て
い
る
。

　

国
際
サ
ン
ゴ
礁
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（International C

oral R
eef Initiative: IC

R
I

）
は
、
世
界

の
サ
ン
ゴ
礁
と
関
連
生
態
系
（
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
、
海
草
・
藻
場
な
ど
）
の
保
全
を
目
的
に
一
九
九
四

年
に
設
立
さ
れ
た
、
政
府
、
国
際
機
関
、
研
究
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
が
参
加
す
る
官
・
民
に
よ
る
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
。
現
在
は
、
三
六
の
国
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
、
Ｕ
Ｎ

Ｅ
Ｐ
等
の
国
際
機
関
が
参
加
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
の
第
六
回
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
東
ア
ジ
ア
会
合
に
お
い

て
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
東
ア
ジ
ア
地
域
サ
ン
ゴ
礁
保
護
区
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
戦
略
二
〇
一
〇
（IC

R
I E

ast 

A
sia R

egional S
trategy on M

P
A

 N
etw

ork 2010

）」
が
策
定
さ
れ
、
情
報
共
有
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
、
海
洋
保
護
区
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充
実
、
地
域
海
洋
保
護
区
の
ギ
ャ
ッ
プ
分
析
、
地
域
住

民
の
参
加
や
伝
統
的
な
知
恵
の
活
用
を
含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案

の
作
成
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。
二
〇
一
三
年
の
第
九
回
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
東
ア
ジ
ア
地
域
会
合
で
は
、
海
洋

保
護
区
の
管
理
効
果
評
価
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
海
洋
保
護
区
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
観
点
か

ら
の
評
価
に
つ
い
て
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
る
と
と
も
に
、
参
加
各
国
に
お
け
る
管
理
効
果
評
価
の
進

捗
状
況
、
及
び
実
施
に
向
け
て
必
要
な
取
組
や
課
題
な
ど
が
議
論
さ
れ
、
情
報
が
共
有
さ
れ
た
。

保護区 Category of protected areas 主な管理目的 Areas managed mainly for

Ⅰ a 厳正自然保護区
Strict nature reserve

厳格な保護／主に科学的研究
Strict protection

Ⅰ b 原生自然保護区
Wilderness area

厳格な保護／主に原生自然の保護
Strict protection

Ⅱ　 国立公園
National park

主に生態系の保全と保護
Ecosystem conservation and protection

Ⅲ　 天然記念物
Natural monument or feature

主に特定の自然の特徴を保全
Conservation of natural features

Ⅳ　 生息地種の管理区域
Habitat / species management area

主に人間の管理介入を通じた保全
Conservation through active management

Ⅴ　 陸上海洋景観保護区
Protected landscape / seascape

主に陸上・海洋景観の保全及びレクリエー
ション
Landscape / seascape conservation and 
recreation

Ⅵ　 持続的資源利用保護区
Protected Area with sustainable use 
of natural resources

主に資源の持続可能な利用
Sustainable use of natural resources

表１　IUCN による保護区カテゴリー（Dudley 2008）
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ア
ジ
ア
太
平
洋
海
域
に
特
徴
的
な
活

動
と
し
て
、
地
域
主
導
型
管
理
海
洋

区

域
（L

o
c

a
lly M

a
n

a
g

e
d 

M
arine A

reas: LM
M

A

）
が
あ
る
。

Ｌ
Ｍ
Ｍ
Ａ
は
、
政
府
や
国
際
機
関
と

連
携
し
、
地
域
の
伝
統
的
・
慣
習
的

な
土
地
所
有
制
度
や
管
理
手
法
に
基

づ
い
て
地
域
住
民
や
土
地
所
有
者
が

水
産
資
源
の
管
理
を
行
う
海
域
を
言

う二
〇
一
二
年
のC

B
D

 C
O

P
11

に

お
い
て
も
、
生
物
多
様
性
の
保
全
の

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ベ
ー
ス
の

手
法
を
認
識
し
推
進
す
る
こ
と
が
採

択
さ
れ
て
い
る

やIU
C

N
 W

P
C

や
総
会
な
ど
で
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
二
〇
一
二
年
の

C
B

D
 C

O
P

11

に
お
い
て
も
、
生
物
多
様
性
の
保
全
の
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ベ
ー
ス
の
手
法
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
等
）
を
認
識
し
推
進
す
る
こ
と

が
採
択
さ
れ
て
い
る
（D

ecision X
I/24

）。
な
お
、
同
年
に
出
さ
れ
た

Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
テ
ク
ニ
カ
ル
ペ
ー
パ
ー
64
（R

ecognising and S
upporting 

T
erritories and A

reas C
onserved by Indigenous P

eoples and 

L
ocal C

om
m

unities

）
で
は
、
Ｌ
Ｍ
Ｍ
Ａ
を
沿
岸
域
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｃ

Ａ
の
一
事
例
と
位
置
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
上
述
の
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
保
護

地
域
カ
テ
ゴ
リ
ー
適
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（D

udley  2008

）
で
は
、
保

護
区
に
関
す
る
意
思
決
定
や
管
理
、
責
任
の
所
在
に
応
じ
て
四
つ
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
お
り
（
表
２
）、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
、
Ｌ
Ｍ
Ｍ

Ａ
な
ど
先
住
民
や
地
域
社
会
が
設
立
、
管
理
す
る
保
護
地
域
は
こ
の
う

ち
Ｄ
の
タ
イ
プ
に
含
ま
れ
る
。
政
府
の
公
的
制
度
に
よ
る
保
護
区
が
政

治
的
或
い
は
社
会
的
な
理
由
で
十
分
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
あ

る
い
は
、
多
様
な
利
害
関
係
者
が
多
用
な
形
態
の
利
用
を
行
っ
て
お
り

政
府
に
よ
る
公
的
な
管
理
だ
け
で
は
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
な
い
よ

う
な
場
合
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
、
Ｌ
Ｍ
Ｍ
Ａ
は
有
効
な
ツ
ー
ル
と
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

同
じ
く
ア
ジ
ア
太
平
洋
海
域
に
特
徴
的
な
活
動
と
し
て
、
地
域
主
導
型
管
理
海
洋
区
域
（L

ocally 

M
anaged M

arine A
reas: L

M
M

A

）
が
あ
る
。
Ｌ
Ｍ
Ｍ
Ａ
は
、
政
府
や
国
際
機
関
と
連
携
し
、
地

域
の
伝
統
的
・
慣
習
的
な
土
地
所
有
制
度
や
管
理
手
法
に
基
づ
い
て
地
域
住
民
や
土
地
所
有
者
が
水

産
資
源
の
管
理
を
行
う
海
域
を
言
う
。
二
〇
〇
〇
年
に
Ｌ
Ｍ
Ｍ
Ａ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
設
立
さ
れ
、
ア

ジ
ア
や
太
平
洋
地
域
の
事
例
に
関
す
る
情
報
共
有
と
地
域
主
導
型
管
理
の
促
進
を
目
的
と
し
て
活
動

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
通
常
、
Ｌ
Ｍ
Ｍ
Ａ
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
伝
統
的
な
リ
ー
ダ
ー
（
酋

長
、
部
族
長
な
ど
）、
政
府
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
共
同
管
理
で
行
わ
れ
、
そ
の
目
的
は
様
々
で
あ
る
が
、

区
域
が
明
確
で
あ
る
こ
と
、
意
思
決
定
及
び
実
施
の
過
程
へ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
参
加
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。
伝
統
的
な
Ｌ
Ｍ
Ｍ
Ａ
の
例
と
し
て
、
フ
ィ
ジ
ー
の
タ
ブ
ー
（tabu

）、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
サ
シ
（sasi

）、
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
マ
サ
ラ
イ
（m

asalai

）
な
ど
が
あ
る
。

　

同
様
の
考
え
方
に
も
と
づ
く
保
護
区
の
概
念
と
し
て
、
先
住
民
や
地
域
社
会
に
よ
り
保
全
さ

れ
る
地
域
（Indigenous P

eoples

’ and L
ocal C

om
m

unities

’ C
onserved T

erritories and 

A
reas: IC

C
A

）
が
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
は
、
慣
習
ま
た
は
そ
の
他
の
効
果
的
な
手
段
で
、
先
住
民

及
び
地
域
社
会
に
よ
っ
て
自
主
的
に
保
全
さ
れ
た
、
重
大
な
生
物
多
様
性
価
値
、
生
態
学
的
利
益
、

文
化
的
価
値
を
持
つ
、
自
然
及
び
／
あ
る
い
は
改
変
さ
れ
た
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
い
う
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ

世
界
国
立
公
園
会
議
、
勧
告
Ｖ
26
、
二
〇
〇
三
年
）。
二
〇
〇
四
年
のC

B
D

 C
O

P
7

で
は
、
国
際

社
会
が
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
な
ど
の
多
様
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
認
識
し
推
進
す
べ
き
こ
と
、
先
住
民
や
地
域
社

会
が
保
護
区
の
計
画
や
管
理
へ
参
加
す
べ
き
こ
と
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。
そ
の
後
もC

B
D

 C
O

P

表２　IUCN による保護区のガバナンスの分類

A. 政府によるガバナンス （Governance by government）

B. 共同管理によるガバナンス （Shared governance）

C. 民間によるガバナンス （Private governance）

D. 先住民 ・ 地域社会によるガバナンス （Governance by indigenous and local 

communities）
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知
床
半
島
と
そ
の
周
辺
海
域
は
、
北

半
球
で
季
節
流
氷
が
到
来
す
る
最
も

低
緯
度
に
位
置
す
る
海
域

本
章
で
は
、
我
が
国
に
お
け
る
海
洋

保
護
区
の
実
例
と
し
て
五
つ
の
現
場

を
紹
介
す
る

１
．
北
海
道
知
床　

羅
臼

（
１
）
概
要

①　

調
査
海
域
の
特
徴

　

知
床
半
島
と
そ
の
周
辺
海
域
は
、
北
半

球
で
季
節
流
氷
が
到
来
す
る
最
も
低
緯

度
に
位
置
す
る
海
域
で
あ
る
（S

akurai 

2007

）。
一
九
六
四
年
、
知
床
半
島
と

そ
の
周
辺
海
域
は
国
立
公
園
に
指
定
さ

れ
、
一
九
七
七
年
に
は
、
日
本
版
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
で
あ
る
知
床

一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
運
動
が
始
ま
り
、

二
〇
〇
五
年
に
世
界
自
然
遺
産
リ
ス
ト

に
掲
載
さ
れ
、
生
態
系
が
保
全
さ
れ
て

き
た
（
環
境
省
・
北
海
道
二
〇
〇
七
）。

知
床
に
お
け
る
生
態
系
保
全
活
動
の
最

も
顕
著
な
特
徴
は
、
漁
業
を
地
域
か
ら

追
い
出
す
の
で
は
な
く
、
保
全
活
動
の

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
一
九
九
〇
年
代
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
諸
条
約
・
国
際
機
関
か
ら
基
本
的
な

考
え
方
が
出
そ
ろ
い
、
二
〇
一
〇
年
代
は
そ
の
実
質
的
な
中
身
に
つ
い
て
の
議
論
が
始
ま
っ
た
、
と

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
近
年
の
議
論
で
は
、
実
効
的
な
海
洋
保
護
区
の
設
置
・
管
理
と
い

う
観
点
か
ら
、
地
域
や
社
会
・
文
化
と
い
っ
た
側
面
に
関
す
る
議
論
が
、
非
欧
米
地
域
を
中
心
に
関

心
を
集
め
て
い
る
。 

　

日
本
は
い
わ
ゆ
る
先
進
国
（
例
：
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
、
主
要
国
首
脳
会
議
参
加
国
な
ど
）
の
中
で

数
少
な
い
ア
ジ
ア
国
で
あ
り
、
ま
た
、
魚
食
国
で
あ
る
。
長
い
漁
業
の
歴
史
・
文
化
を
有
す
る
日
本

が
、
今
後
の
非
欧
米
地
域
に
お
け
る
実
効
的
な
海
洋
保
護
区
に
関
す
る
国
際
的
な
議
論
に
お
い
て
果

た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
。

三
．
我
が
国
に
お
け
る
海
洋
保
護
区
の
事
例

　

本
章
で
は
、
我
が
国
に
お
け
る
海
洋
保
護
区
の
実
例
と
し
て
五
つ
の
現
場
を
紹
介
す
る
。
海
洋
保

護
区
が
地
域
の
漁
業
に
与
え
る
効
果
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
漁
業
分
析
で
着
目
さ
れ
る
①
資
源
・
生

態
面
と
②
生
産
・
経
済
面
に
く
わ
え
、
近
年
の
国
際
的
関
心
（
前
章
参
照
）
を
集
め
て
い
る
③
地
域
・

文
化
面
も
併
せ
て
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。

図２　北海道知床　羅臼海域
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知
床
半
島
羅
臼
側
の
沿
岸
海
域
で

は
、
共
同
漁
業
権
が
設
定
さ
れ
て
い

る
が
、
さ
ら
に
一
九
九
五
年
よ
り
、

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
根
室
海
峡
系
群
の
保

護
を
目
的
と
し
た
禁
漁
区
が
自
主
的

に
設
定
さ
れ
て
い
る

中
心
的
存
在
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
積
極
的
に
位
置
付
け
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
方
式
は
、
漁
業
の

共
同
管
理
（
コ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
を
、
生
態
系
の
共
同
管
理
に
拡
張
し
た
も
の
で
あ
り
、「
知
床

方
式
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
（M

akino et al. 2009, M
atsuda et al. 2009

）。
こ
の
知
床
方
式
は
、

二
〇
一
三
年
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
「
他
の
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
管
理
の
た

め
の
素
晴
ら
し
い
モ
デ
ル
（D

E
C

37C
O

M
8E

）」
と
称
賛
さ
れ
、
ま
た
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受

賞
し
た
Ｅ
．オ
ス
ト
ロ
ム
が
創
設
し
た
国
際
コ
モ
ン
ズ
学
会
（International A

ssociation for the 

S
tudy of the C

om
m

ons: IA
S

C

）
で
は
世
界
の
イ
ン
パ
ク
ト
・
ス
ト
ー
リ
ー
に
選
ば
れ
る
な
ど
、

国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

②　

水
産
分
野
の
海
洋
保
護
区

　

知
床
半
島
羅
臼
側
の
沿
岸
海
域
で
は
、
共
同
漁
業
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
一
九
九
五

年
よ
り
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
根
室
海
峡
系
群
の
保
護
を
目
的
と
し
た
禁
漁
区
が
自
主
的
に
設
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
は
、
地
元
漁
業
者
が
経
験
的
知
見
に
も
と
づ
い
て
地
先
海
域
を
三
四
に
区
分
し
た
上

で
、
科
学
的
に
同
定
さ
れ
た
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
産
卵
海
域
の
一
部
を
ふ
く
む
形
で
、
七
区
が
産
卵
期
の

禁
漁
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
禁
漁
区
の
広
さ
は
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
資
源
の
状
況
に
応
じ
て
毎

年
再
検
討
さ
れ
て
い
る
。
知
床
海
域
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
後
の
二
〇
〇
五
年
に
は
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ

Ｎ
の
レ
ッ
ド
・
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ト
ド
の
餌
資
源
保
護
も
考
慮
し
て
、
あ
ら
た
に
六
区
が

産
卵
期
の
禁
漁
区
に
加
え
ら
れ
た
（
図
３
）。

図３　自主的禁漁区の場所
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低
位
横
ば
い
状
態
に
あ
る
ス
ケ
ト
ウ

ダ
ラ
根
室
海
峡
系
群
を
保
全
・
回
復

さ
せ
る
た
め
、
国
が
公
的
管
理
と
し

て
設
定
す
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
加
え
て
、
産

卵
親
魚
保
護
の
た
め
の
自
主
的
禁
漁

区
を
設
置
し
て
い
る

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
は
知
床
海
域
生
態
系

の
鍵
種
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
世
界
遺

産
管
理
計
画
の
中
で
は
こ
の
自
主
的

禁
漁
区
を
含
む
自
主
的
資
源
管
理
の

取
り
組
み
を
、
生
態
系
保
全
の
主
要

な
施
策
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る

は
、
自
然
由
来
の
加
入
量
変
動
が
大
き
く
、
大
規
模
な
資
源
変
動
を
示
す
魚
種
で
あ
る
こ
と
か
ら

（F
unam

oto 2011

）、
こ
う
し
た
資
源
変
動
に
対
応
し
て
漁
獲
圧
を
削
減
す
る
た
め
、
漁
業
者
が
お

互
い
に
資
金
を
出
し
合
っ
て
自
主
的
に
減
船
し
（
と
も
補
償
）、
最
終
的
に
は
隻
数
を
一
九
八
〇
年

代
の
一
九
三
隻
か
ら
、
半
数
以
下
に
ま
で
削
減
し
た
。
政
府
は
、
減
船
補
償
金
（
約
一
一
億
円
）
を

漁
業
者
ら
が
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
る
際
の
利
子
部
分
を
公
費
で
負
担
し
た
が
、
元
本
部
分
は
漁
業
者

と
組
合
が
負
担
・
返
済
し
て
い
る
。
さ
ら
に
二
〇
〇
二
年
に
は
、
五
隻
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

操
業
を
開
始
し
、
順
番
に
一
隻
ず
つ
が
休
漁
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
変
動
コ
ス
ト
と
操
業
日
数
の

二
〇
％
削
減
を
実
現
し
て
い
る
。

　

な
お
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
は
知
床
海
域
生
態
系
の
鍵
種
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
図
４
）、
世
界
遺
産
管

理
計
画
の
中
で
は
こ
の
自
主
的
禁
漁
区
を
含
む
自
主
的
資
源
管
理
の
取
り
組
み
を
、
生
態
系
保
全
の

主
要
な
施
策
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
は
ト
ド
の
主
要
な
餌
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
自
主
的
禁
漁
区
は
希
少
種
で
あ
る
ト
ド
保
全
施
策
の
一
部
と
し
て
の
位
置
づ
け
も
与
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
と
効
果
に
つ
い
て
は
、
知
床
世
界
遺
産
科
学
委
員
会
に
お
い
て
定
期
的
に

検
討
さ
れ
て
い
る
。

②　

生
産
・
経
済
面

　

羅
臼
海
域
の
漁
獲
は
、
年
に
よ
り
魚
種
の
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
安
定
的
な
生
産

が
行
わ
れ
て
い
る
。
知
床
生
態
系
の
鍵
種
の
一
つ
で
あ
り
、
海
洋
保
護
区
と
し
て
の
自
主
的
禁
漁
区

③　

そ
の
他
の
海
洋
保
護
区

　

知
床
周
辺
海
域
は
、
自
然
公
園
・
普
通
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
述
の
と
お
り
、
距

岸
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
ユ
ネ
ス
コ
世
界
自
然
遺
産
と
し
て
「
知
床
世
界
自
然
遺
産
地
域
管
理
計
画
」

に
基
づ
く
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
２
）
海
洋
保
護
区
の
効
果

①　

資
源
・
生
態
面

　

前
述
の
よ
う
に
本
海
域
は
、
自
然
公
園
の
普
通
地
域
と
し
て
、
海
底
の
改
変
や
採
掘
な
ど
の
開
発

行
為
が
規
制
さ
れ
、
生
態
系
の
非
生
物
構
成
要
素
で
あ
る
「
場
」
全
体
と
し
て
の
保
護
が
行
わ
れ
て

き
た
。
ま
た
、
低
位
横
ば
い
状
態
に
あ
る
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
根
室
海
峡
系
群
を
保
全
・
回
復
さ
せ
る
た

め
、
国
が
公
的
管
理
と
し
て
設
定
す
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
加
え
て
、
産
卵
親
魚
保
護
の
た
め
の
自
主
的
禁
漁

区
を
設
置
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
分
布
域
の
東
半
分
で
は
ロ
シ
ア
の
大
型
ト
ロ
ー
ル

漁
船
が
操
業
し
て
お
り
、
日
本
の
禁
漁
区
が
資
源
量
増
加
に
寄
与
す
る
程
度
は
定
量
的
に
は
明
ら
か

と
な
っ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
産
卵
親
魚
の
自
主
禁
漁
区
の
設
置
も
き
っ
か
け
の
一
つ
と

な
り
、
漁
業
者
内
部
の
資
源
管
理
意
識
が
高
ま
り
、
現
在
は
様
々
な
資
源
管
理
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
漁
業
者
自
ら
が
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
サ
イ
ズ
や
成
熟
に
関
す
る
デ
ー
タ
を

収
集
し
道
水
試
に
提
供
、
資
源
管
理
の
た
め
の
分
析
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
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二
〇
〇
五
年
の
世
界
自
然
遺
産
登
録

以
降
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
を
含
む
羅
臼

生
産
物
の
観
光
客
向
け
レ
ス
ト
ラ
ン

や
土
産
物
店
へ
の
出
荷
量
が
増
加

し
、ブ
ラ
ン
ド
価
値
も
付
加
さ
れ
て
、

魚
種
に
よ
っ
て
は
単
価
が
一
定
程
度

上
昇
し
て
い
る

も
設
置
さ
れ
て
い
る
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
漁
業
（
図
５
）
の
漁
獲
量
は
、
一
九
八
九
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て

急
減
少
し
、
近
年
は
横
ば
い
か
微
増
の
状
態
が
続
い
て
い
る
（
図
６
）。
近
年
は
、
さ
ら
な
る
減
船

に
つ
い
て
も
検
討
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
船
の
漁
獲
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
禁

漁
区
を
含
む
こ
れ
ら
の
施
策
が
生
産
量
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
定
量
的
効
果
は
不
明
で
あ
る
。

　

な
お
、
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
五
年
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
以
降
、
ス

ケ
ト
ウ
ダ
ラ
を
含
む
羅
臼
生
産
物
の
観
光
客
向
け
レ
ス
ト
ラ
ン
や
土
産
物
店
へ
の
出
荷
量
が
増
加

し
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
も
付
加
さ
れ
て
、
魚
種
に
よ
っ
て
は
単
価
が
一
定
程
度
上
昇
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
漁
業
者
や
そ
の
家
族
が
飲
食
店
経
営
、
宿
泊
施
設
経
営
、
海
レ
ク
案
内
な
ど
を
行
い
、

家
計
所
得
が
増
加
し
た
事
例
も
存
在
す
る
。
ま
た
、
漁
協
が
直
営
す
る
加
工
・
土
産
物
店
の
売
り
上

げ
も
伸
び
て
い
る
。

③　

地
域
・
文
化
面

　

世
界
自
然
遺
産
へ
の
登
録
に
よ
り
、
観
光
客
が
増
加
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が
進
ん
だ
。
た
と

え
ば
、
釧
路
公
立
大
学
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
調
査
報
告
で
は
、
世
界
遺
産
登
録
に
よ

る
北
海
道
全
体
、
あ
る
い
は
遺
産
地
域
の
新
た
な
観
光
需
要
の
掘
り
起
こ
し
効
果
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
小
磯
二
〇
〇
六
）。
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
の
調
査
で
宿
泊
先
を
選
択
す
る
際
に
重
視

す
る
項
目
と
し
て
「
食
べ
物
が
お
い
し
い
」
と
い
う
項
目
が
最
も
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（
六
九
・
二
％
）。
こ
れ
は
、
観
光
需
要
に
お
い
て
水
産
物
の
果
た
す
べ
き
潜
在
的
役
割
が
大
き
い
こ

図４　知床世界自然遺産海域の食物網（牧野 2013 を一部改編）
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遺
産
地
域
の
保
全
活
動
・
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
漁
業
者
が
主
体
的
役
割
を
担

う
「
知
床
方
式
」
が
国
内
外
で
高
く

評
価
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
漁
業
関

係
者
内
に
世
界
自
然
遺
産
の
守
人
と

し
て
の
意
識
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る

と
を
示
し
て
お
り
、
持
続
可
能
な
漁
業
と
観
光
の
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
世
界
遺
産
へ
の

登
録
後
の
、
観
光
客
数
の
推
移
を
み
る
と
、
羅
臼
町
は
登
録
翌
年
の
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）

の
七
六
万
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
現
在
は
五
〇
万
人
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。
そ
の
直
接
的
経
済
効

果
だ
け
で
も
数
十
億
円
程
度
は
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
遺
産
地
域
の
保
全
活
動
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
漁
業
者
が
主
体
的
役
割
を
担
う
「
知
床
方

式
」
が
国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
漁
業
関
係
者
内
に
世
界
自
然
遺
産
の
守
人
（
も

り
び
と
）
と
し
て
の
意
識
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
（
漁
業
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
結
果
）。
こ
う
し

た
心
理
面
で
の
効
果
、
い
わ
ば
“
誇
り
”
が
、
漁
業
就
業
者
の
維
持
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
産
業
別
就
業
者
数
の
統
計
に
お
い
て
も
、
平
成
十
二
年
か
ら
二
十
二
年
の

十
年
間
で
漁
業
就
業
者
数
が
北
海
道
全
体
で
二
〇
％
も
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、
羅
臼
で
は
減
少
率

が
一
三
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
世
界
遺
産
の
保
全
活
動
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
漁

業
と
摩
擦
の
多
か
っ
た
海
洋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
業
関
係
者
と
の
情
報
共
有
と
信
頼
関
係
構
築
が
進

み
、
現
在
は
持
続
的
な
利
用
に
む
け
以
前
よ
り
も
ス
ム
ー
ス
な
海
面
利
用
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
こ
の
海
域
に
対
す
る
国
際
的
な
関
心
が
高

ま
り
、
二
〇
〇
八
年
の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
伴
う
日
露
両
国
首
脳
会
談
を
経
て
、
二
〇
〇
九
年
よ
り

日
露
隣
接
地
域
に
お
け
る
生
態
系
保
全
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
始
し
た
。
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
資
源
に
つ

い
て
も
日
露
の
情
報
共
有
が
徐
々
に
で
は
あ
る
が
始
ま
っ
て
お
り
、
将
来
的
に
は
領
土
問
題
を
こ
え

た
取
り
組
み
に
よ
る
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
資
源
の
回
復
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

図５　スケトウダラ底刺し網漁業の様子

図６　スケトウダラ根室海峡系群の漁獲量の推移（H27 資源評価票より転載）
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今
後
は
絶
滅
回
避
の
た
め
の
施
策
の

み
な
ら
ず
、
ト
ド
を
代
表
と
す
る
海

生
哺
乳
類
と
人
間
と
の
共
存
に
向
け

た
管
理
の
考
え
方
に
つ
い
て
も
議
論

を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る

（
３
）
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

本
事
例
で
は
、
世
界
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
世
界
遺
産
や
自
主
的
禁
漁
区
な
ど
、
様
々
な
海

洋
保
護
区
の
重
層
的
な
設
置
に
よ
り
、
場
の
保
全
と
水
産
資
源
の
保
護
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
共

に
、
資
源
回
復
に
む
け
た
国
際
的
な
共
同
研
究
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
た
漁
業

者
の
海
の
守
人
と
し
て
の
意
識
向
上
効
果
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
へ
の
観
光
客
増
加
な
ど
の

効
果
と
資
源
管
理
の
効
果
が
相
ま
っ
て
、
家
計
所
得
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
た
。
た
だ
し
、
自
主
的
禁
漁
区
の
効
果
を
確
実
に
し
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
根
室
海
峡
系
群
の
資
源
回

復
を
進
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
日
露
の
研
究
者
に
よ
る
漁
業
情
報
の
共
有
を
一
層
進
め
る
必
要
が

あ
る
。
な
お
、
世
界
遺
産
登
録
当
時
に
絶
滅
危
惧
種
で
あ
っ
た
ト
ド
は
、
順
調
に
個
体
数
が
回
復
し
、

二
〇
一
二
年
に
は
準
絶
滅
危
惧
種
に
ダ
ウ
ン
リ
ス
ト
さ
れ
た
。
今
後
は
絶
滅
回
避
の
た
め
の
施
策
の

み
な
ら
ず
、
ト
ド
を
代
表
と
す
る
海
生
哺
乳
類
と
人
間
と
の
共
存
に
向
け
た
管
理
の
考
え
方
に
つ
い

て
も
議
論
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

２
．
神
奈
川
県
横
浜
市　

東
京
湾

（
１
）
概
要

①　

調
査
海
域
の
特
徴

　

東
京
湾
は
、
面
積
約
九
二
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
容
積
は
約
一
七
・
五
立
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

図７　東京湾
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埋
め
立
て
に
よ
る
海
岸
線
の
改
変
は

江
戸
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
明
治

時
代
の
漁
場
図
に
よ
れ
ば
、
当
時
の

東
京
湾
沿
岸
に
は
広
大
な
干
潟
・
浅

場
と
ア
マ
モ
場
が
分
布
し
、
多
様
な

生
物
の
産
卵
・
育
成
の
場
と
し
て
機

能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

あ
る
。
そ
の
流
域
面
積
は
本
州
面
積
の
約
三
・
三
％
の
七
六
二
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
も
ち
、
そ

こ
に
約
二
六
〇
〇
万
人
（
日
本
人
口
の
二
割
以
上
）
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
た
め
、
非
常
に
高
い

密
度
で
人
と
関
わ
っ
て
い
る
海
で
あ
る
（
東
京
湾
海
洋
環
境
研
究
委
員
会
二
〇
一
一
）。

　

縄
文
時
代
初
期
の
漁
労
活
動
の
跡
が
、
横
須
賀
市
の
夏
島
貝
塚
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

は
、
約
九
五
〇
〇
年
前
に
、
モ
リ
や
ヤ
ス
に
よ
っ
て
ボ
ラ
、
ク
ロ
ダ
イ
、
ス
ズ
キ
を
、
ま
た
釣
針

に
よ
っ
て
マ
グ
ロ
類
、
カ
ツ
オ
な
ど
外
洋
性
の
魚
類
も
捕
獲
し
て
い
た
と
い
う
（
浜
崎
二
〇
一
三
）。

鎌
倉
時
代
に
は
現
在
の
横
浜
市
内
に
漁
業
集
落
が
成
立
し
た
と
い
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
江
戸
前
水

産
物
の
一
大
生
産
地
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
埋
め
立
て
に
よ
る
海
岸
線
の
改
変
は
江
戸
時
代
か
ら

始
ま
っ
た
が
、
明
治
時
代
の
漁
場
図
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
東
京
湾
沿
岸
に
は
広
大
な
干
潟
・
浅
場
と

ア
マ
モ
場
が
分
布
し
、
多
様
な
生
物
の
産
卵
・
育
成
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
一
九
五
五
～
一
九
七
三
年
の
高
度
経
済
成
長
期
を
中
心
に
、
大
規

模
な
埋
立
が
進
行
し
た
結
果
、横
浜
市
の
場
合
は
海
岸
線
総
延
長
約
一
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、

九
九
・
五
％
以
上
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
自
然
海
岸
は
野
島
海
岸
の
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
残
す
の
み

で
あ
る
（
自
然
再
生
を
推
進
す
る
市
民
団
体
連
絡
会
二
〇
〇
五
）。
横
浜
市
の
ア
マ
モ
場
や
干
潟
は

ほ
と
ん
ど
が
消
失
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
間
、
横
浜
市
の
要
請
に
よ
り
、
地
元
漁
業
者
は
漁
業
権
を

放
棄
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
横
浜
市
の
金
沢
八
景
地
区
を
中
心
に
、
沿
岸
で
の
藻
場
を

回
復
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
漁
業
者
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
バ
ー
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
教
育
機
関
、

図８　本事例海域の江戸時代の様子（歌川広重作、野島夕照）
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漁
業
協
同
組
合
の
自
主
的
取
り
決
め

に
よ
り
、
操
業
区
域
制
限
の
ほ
か
、

操
業
時
間
、
漁
具
な
ど
の
様
々
な

ル
ー
ル
が
設
定
さ
れ
て
い
る

が
ア
マ
モ
場
で
発
見
さ
れ
、
ま
た
ア
オ
リ
イ
カ
や
コ
ウ
イ
カ
の
産
卵
も
確
認
さ
れ
て
い
る
（
自
然
再

生
を
推
進
す
る
市
民
団
体
連
絡
会
二
〇
〇
五
）。
さ
ら
に
、
ア
ミ
メ
ハ
ギ
、
ヨ
ウ
ジ
ウ
オ
、
タ
ツ
ノ

オ
ト
シ
ゴ
な
ど
、
漁
獲
対
象
種
以
外
の
生
物
に
つ
い
て
も
、
海
洋
保
護
区
内
で
の
産
卵
が
確
認
さ
れ

て
い
る
（
現
場
聞
き
取
り
調
査
）。
ま
た
、
メ
バ
ル
、
ア
イ
ナ
メ
、
ス
ズ
キ
、
カ
サ
ゴ
、
キ
ュ
ウ
セ

ン
な
ど
に
つ
い
て
は
仔
稚
魚
の
育
成
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
現
場
聞
き

取
り
調
査
）。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
今
後
も
拡
大
し
て
い
っ
た
場
合
の
効
果
を
検
討
す
る
た
め
、
東
京
湾
の

生
態
系
モ
デ
ル
を
構
築
し
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た（
坂
本
二
〇
一
四
）。シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
は
、
高
次
栄
養
段
階
を
考
慮
す
る
生
態
系
モ
デ
ル
の
一
つ
で
あ
り
、
水
産
資
源
学
の
分
野
で
現

在
広
く
使
わ
れ
て
い
るE

copath w
ith E

cosim

（
以
下
Ｅ
ｗ
Ｅ
）
を
用
い
た
。
東
京
湾
に
生
息
す

る
生
物
を
海
藻
、
海
草
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
食
性

ベ
ン
ト
ス(

二
枚
貝
類)

、
多
毛
類
、
そ
の
他
の
ベ
ン
ト
ス(

甲
殻
類)

、
小
型
浮
魚
類
（
コ
ノ
シ
ロ

等
）、
小
型
底
魚
類
（
ハ
ゼ
等
）、
魚(

あ
る
い
は
エ
ビ
・
カ
ニ)

食
性
魚
類
（
ス
ズ
キ
等
）
の
一
〇

グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
こ
に
デ
ト
リ
タ
ス
を
加
え
た
一
一
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
成
り
立
つ
生
態
系
モ
デ

ル
を
構
築
し
た
（
図
９
）。
な
お
、
今
回
は
各
生
物
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
年
齢
構
成
は
考
慮
し
て
お

ら
ず
、
漁
獲
の
影
響
も
無
視
し
て
い
る
。

　

こ
の
生
態
系
モ
デ
ル
を
用
い
て
、
ア
マ
モ
場
の
面
積
が
現
状
の
二
倍
に
増
え
た
と
想
定
し
た
と
き

の
各
生
物
グ
ル
―
プ
の
資
源
量
の
変
化
を
計
算
す
る
と
、
ア
マ
モ
場
を
隠
れ
家
と
し
て
利
用
で
き
る

地
元
企
業
な
ど
多
様
な
主
体
が
連
携
し
て
ア
マ
モ
移
植
が
開
始
さ
れ
た
（
木
村
二
〇
一
六
）。
近
年

は
こ
れ
ら
の
活
動
に
、
年
間
延
べ
一
五
〇
〇
名
以
上
が
参
加
し
て
い
る
と
い
う
（
工
藤
二
〇
一
四
）。

②　

水
産
分
野
の
海
洋
保
護
区

　

こ
の
海
域
で
は
現
在
も
漁
業
が
操
業
さ
れ
、
漁
業
協
同
組
合
の
自
主
的
取
り
決
め
に
よ
り
、
操
業

区
域
制
限
の
ほ
か
、
操
業
時
間
、
漁
具
な
ど
の
様
々
な
ル
ー
ル
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
と
お

り
、
一
九
七
〇
年
代
の
埋
立
事
業
に
と
も
な
い
、
漁
業
権
は
放
棄
さ
れ
て
い
る
。
ア
マ
モ
再
生
の
た

め
の
移
植
作
業
は
、
市
民
や
研
究
者
と
と
も
に
、
地
元
の
漁
業
協
同
組
合
も
連
携
し
て
行
わ
れ
て
お

り
、
特
に
横
浜
市
金
沢
区
の
ア
マ
モ
再
生
活
動
対
象
海
域
の
一
部
は
、
神
奈
川
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
指
示
に
も
と
づ
き
、
水
産
動
植
物
の
採
捕
禁
止
区
域
（
禁
漁
区
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

③　

そ
の
他
の
海
洋
保
護
区

　

現
在
こ
の
海
域
に
お
い
て
、
そ
の
他
の
海
洋
保
護
区
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。

（
２
）
海
洋
保
護
区
の
効
果

①　

資
源
、
生
態
面

　

近
年
、
ア
マ
モ
群
落
の
拡
大
が
進
ん
で
お
り
、
そ
の
内
部
で
は
コ
ウ
イ
カ
、
ア
オ
リ
イ
カ
、
サ
ヨ

リ
な
ど
の
水
産
資
源
が
確
認
さ
れ
た
。
特
に
、
東
京
湾
で
は
絶
滅
し
た
と
み
ら
れ
て
い
た
タ
イ
ラ
ギ
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ア
マ
モ
場
で
回
復
し
つ
つ
あ
る
生
物

種
に
つ
い
て
、
漁
獲
量
や
漁
獲
金
額

の
増
加
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
ど
う

か
を
地
元
漁
業
関
係
者
に
聞
き
取
り

調
査
し
た

小
型
浮
魚
類
の
資
源
量
が
数
倍
に
増
加
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
小
型
底
魚
類
も
資
源
量
が

増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
ア
マ
モ
が
増
加
す
る
こ
と
で
魚
（
エ
ビ
か
に
）
食
性
魚
類
は
小
型

浮
魚
が
摂
餌
し
に
く
く
な
り
、
一
時
的
に
は
生
物
量
が
減
少
す
る
が
、
そ
の
後
、
餌
生
物
の
増
加
に

よ
る
効
果
が
大
き
く
な
る
と
増
加
傾
向
に
転
じ
、
現
状
よ
り
も
生
物
量
は
増
加
す
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
。

②　

生
産
・
経
済
面

　

ア
マ
モ
場
で
回
復
し
つ
つ
あ
る
生
物
種
に
つ
い
て
、
漁
獲
量
や
漁
獲
金
額
の
増
加
に
結
び
つ
い
て

い
る
か
ど
う
か
を
地
元
漁
業
関
係
者
に
聞
き
取
り
調
査
し
た
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
、
ま
だ

効
果
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
上
記
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
示
さ

れ
た
よ
う
に
資
源
量
が
回
復
す
れ
ば
、
漁
獲
量
お
よ
び
漁
獲
金
額
の
増
加
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、

以
下
の
地
域
・
文
化
面
で
示
す
よ
う
に
、
地
域
住
民
に
よ
る
漁
業
へ
の
理
解
の
向
上
や
、
漁
協
直
営

事
業
の
利
用
頻
度
が
向
上
す
れ
ば
、
所
得
の
向
上
効
果
も
期
待
で
き
る
。

③　

地
域
・
文
化
面

　

本
事
例
の
海
洋
保
護
区
は
、
漁
業
者
に
加
え
て
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
バ
ー
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
教
育

機
関
、地
元
企
業
な
ど
多
様
な
主
体
が
連
携
し
て
ア
マ
モ
再
生
場
を
設
置
・
管
理
し
て
い
る
。現
在
は
、

こ
れ
ら
多
様
な
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
協
議
会
（
金
沢
八
景
―
東
京
湾
ア
マ
モ
場
再
生
会
議
）
が
組
織
さ

図９　Ecopath with Ecosim（EwE）をもちいた東京湾生態系モデルの構造
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ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
ア
マ
モ
再
生

活
動
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
地
元
の

海
・
魚
を
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な

る
、
地
元
の
漁
業
へ
の
関
心
が
高
ま

る
、
と
い
う
効
果
が
確
認
さ
れ
た

れ
、
さ
ら
に
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
東
京
湾
全
体
の
再
生
に
む
け
た
国
・
自
治
体
・
Ｎ
Ｇ

Ｏ
・
企
業
等
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
設
立
さ
れ
て
い
る
（
東
京
湾
再
生
官
民
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
）。
こ
の

よ
う
な
活
動
の
結
果
、海
の
生
態
系
保
全
や
利
用
調
整
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
や
共
通
認
識
の
醸
成
、

セ
ク
タ
ー
を
超
え
た
取
り
組
み
を
進
め
る
基
盤
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

　

地
域
レ
ベ
ル
で
の
効
果
を
検
証
す
る
た
め
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
に
実
施
さ
れ
た
ア
マ
モ
再
生

活
動
の
会
場
（
図
10
～
11
）
に
て
、
活
動
参
加
者
を
対
象
に
し
た
保
全
意
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

 　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
ア
マ
モ
再
生
活
動
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
地
元
の
海
・
魚
を
身
近
に
感

じ
る
よ
う
に
な
る
、
地
元
の
漁
業
へ
の
関
心
が
高
ま
る
、
と
い
う
効
果
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ

の
海
域
で
獲
れ
る
魚
の
直
売
所
や
漁
協
の
直
営
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
高
い
関
心
が
あ

る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
の
場
を
利
用
し
て
、
漁
業
者
自
身
が
東
京
湾
の

水
産
業
や
食
卓
に
の
ぼ
る
魚
の
紹
介
を
す
る
な
ど
、
地
元
漁
業
の
存
在
感
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
有
効

と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
ア
マ
モ
場
の
再
生
と
と
も
に
、
伝
統
行
事
も
復
活
し
て
い
る
（
工
藤
二
〇
一
四
）。
ア
マ

モ
や
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
は
、
全
国
の
神
事
で
お
祓
い
や
清
め
に
使
わ
れ
る
。
横
浜
市
金
沢
区
に
お
い
て

も
、
瀬
戸
神
社
に
お
い
て
八
〇
年
間
途
絶
え
て
い
た
神
事
が
、
二
〇
一
一
年
七
月
に
復
活
し
た
。
そ

れ
は
、
神
社
前
の
海
中
か
ら
採
取
し
た
ア
マ
モ
で
神
輿
を
清
め
る
「
無
垢
塩
祓
ひ
（
む
く
し
お
は
ら

い
、
も
く
し
お
は
ら
い
）」
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
の
混
乱
や
環
境
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
行
事

図 10　アマモの種（左）、種まきの準備をする参加者ら（右）

図11　参加者が準備したアマモ種を浅場に敷設するダイバー
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本
事
例
は
、
環
境
破
壊
と
工
業
開
発

が
極
端
に
進
み
、
漁
業
権
も
放
棄
さ

れ
た
大
都
市
海
域
に
お
い
て
、
漁
業

者
を
含
む
多
様
な
利
害
関
係
者
が
連

携
し
て
生
態
系
再
生
（
ア
マ
モ
場
の

再
生
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
点
が
特

徴

十
分
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
地
元
市
民
の
漁
業
へ
の
関
心
を
高
め
、
地
魚
の
消
費
を
促
進
し
、
さ

ら
に
漁
協
に
よ
る
六
次
産
業
化
を
進
め
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
海
洋
保
護
区
活
動
の
場
に
お
い
て

漁
業
者
に
よ
る
一
層
積
極
的
な
発
信
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

３
．
石
川
県
輪
島
市　

舳
倉
島
（
へ
ぐ
ら
じ
ま
）

（
１
）
概
要

①　

調
査
海
域
の
特
徴

　

能
登
半
島
外
浦
（
能
登
半
島
の
北
岸
お
よ
び
西
岸
の
日
本
海
側
）
の
海
域
に
は
豊
か
な
天
然
礁
が

広
が
っ
て
お
り
、
古
来
漁
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
。
現
在
は
、
ま
き
網
、
定
置
網
、
小
型
定
置

網
、
小
型
底
び
き
網
、
沖
合
底
び
き
網
、
刺
し
網
、
一
本
つ
り
、
は
え
な
わ
、
か
ご
、
採
介
藻
な
ど

の
漁
業
が
操
業
さ
れ
て
い
る
（
石
川
県
漁
業
協
同
組
合
輪
島
支
所
二
〇
一
〇
）。
本
海
域
の
漁
業
の

最
大
の
特
徴
は
、
舳
倉
島
・
七
ツ
島
周
辺
海
域
に
お
い
て
、
あ
わ
び
、
さ
ざ
え
等
を
対
象
と
し
た
伝

統
的
な
海
女
（
あ
ま
）
漁
が
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（M

cD
onald 2011

）。

　

舳
倉
島
周
辺
海
域
に
お
け
る
海
女
漁
は
、「
海
士
町
（
あ
ま
ま
ち
）」
を
主
体
と
し
て
い
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。「
海
士
町
」
は
、
開
町
し
て
約
三
六
〇
年
以
上
の
歴
史
を
有
し
、
こ
れ
ら
の
海
域
に
お

け
る
海
女
漁
を
生
業
と
し
て
き
た
地
域
的
な
共
同
体
で
あ
る
（
海
士
町
開
町
三
五
〇
年
記
念
誌
編
集

委
員
会
一
九
九
七
）。
二
〇
一
三
年
時
点
で
は
、
調
査
対
象
の
舳
倉
島
・
七
ツ
島
・
嫁
礁
（
よ
め
ぐ
り
）

は
途
絶
し
て
い
た
が
、
ア
マ
モ
の
復
活
を
機
に
、
神
事
の
復
活
も
は
た
し
た
。
ま
た
翌
二
〇
一
二
年

に
は
、
富
岡
八
幡
宮
に
八
〇
〇
年
前
か
ら
伝
わ
る
「
祇
園
船
」
神
事
（
横
浜
市
無
形
文
化
財
第
一
号

指
定
）
に
お
い
て
、
四
〇
年
ぶ
り
に
地
元
の
ア
マ
モ
が
使
用
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、
関
係
者
が
遠
方

か
ら
ア
マ
モ
を
調
達
し
よ
う
や
く
伝
承
さ
れ
た
行
事
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
以
降
は
地
元
の
海
の
ア

マ
モ
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
工
藤
（
二
〇
一
四
）
は
、ア
マ
モ
場
の
再
生
に
よ
っ

て
導
か
れ
た
神
事
の
復
活
こ
そ
が
「
地
域
住
民
の
心
が
再
び
地
元
の
海
と
結
び
付
い
た
象
徴
的
な
出

来
事
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
３
）
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

本
事
例
は
、
環
境
破
壊
と
工
業
開
発
が
極
端
に
進
み
、
漁
業
権
も
放
棄
さ
れ
た
大
都
市
海
域
に
お

い
て
、
漁
業
者
を
含
む
多
様
な
利
害
関
係
者
が
連
携
し
て
生
態
系
再
生
（
ア
マ
モ
場
の
再
生
）
に
取

り
組
ん
で
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
活
動
の
効
果
を
海
洋
保
護
区
と
し
て
公
的
に
担
保
す
る
た

め
に
、
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
に
基
づ
く
禁
漁
区
が
設
定
さ
れ
て
い
る
点
も
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
漁

業
者
の
設
定
し
た
禁
漁
区
が
、
こ
の
海
域
に
お
け
る
唯
一
の
海
洋
保
護
区
で
あ
る
と
い
う
点
は
重
要

で
あ
る
。
生
態
系
モ
デ
ル
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
こ
の
よ
う
な
ア
マ
モ
場
の
再
生
は

水
産
資
源
の
回
復
、
ひ
い
て
は
漁
獲
量
・
漁
獲
金
額
の
増
加
も
期
待
で
き
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　

な
お
、
こ
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
一
般
市
民
か
ら
は
、
地
元
漁
業
の
内
容
や
漁
協
経
営
レ
ス
ト

ラ
ン
に
対
す
る
高
い
関
心
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
漁
業
側
か
ら
参
加
者
へ
の
効
果
的
Ｐ
Ｒ
が
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本
海
域
に
は
、
漁
業
法
に
基
づ
く
共

同
漁
業
権
区
域
の
ほ
か
、
能
登
沿
岸

水
産
資
源
開
発
区
域
、
外
浦
加
賀
沿

岸
水
産
資
源
開
発
区
域
、
指
定
海
域

（
富
山
湾
・
能
登
沖
海
域
）
と
い
う
、

多
様
な
海
洋
保
護
区
が
設
定
さ
れ
て

い
る

海
域
で
活
動
し
て
い
る
海
女
は
約
一
八
〇
名
で
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
モ
ズ
ク
、
ウ
ミ
ゾ
ウ
メ
ン
、

ナ
マ
コ
、ワ
カ
メ
、イ
ワ
ノ
リ
等
を
採
捕
し
て
い
る
。
全
国
的
に
み
る
と
、三
重
県
志
摩
半
島（
九
七
三

名
）
に
次
い
で
二
番
目
に
多
い
。
な
お
、三
重
県
の
海
女
は
沿
岸
の
集
落
や
島
に
広
く
存
在
す
る
が
、

石
川
県
の
海
女
は
本
事
例
で
あ
つ
か
う
舳
倉
島
周
辺
集
落
に
の
み
存
在
す
る
と
い
う
点
が
特
徴
で
あ

る
。

　

海
女
漁
は
、
第
一
種
共
同
漁
業
権
に
も
と
づ
く
漁
業
で
あ
り
、
よ
っ
て
他
の
漁
業
と
お
な
じ
く
、

漁
業
協
同
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
本
事
例
の
場
合
、
海
女
漁
を
操
業
す
る
た

め
に
は
海
士
町
の
共
同
体
組
織
で
あ
る
「
海
士
町
自
治
会
」
に
所
属
し
、
同
自
治
会
が
発
行
す
る
毎

年
度
の
「
磯
入
鑑
札
（
い
そ
い
り
か
ん
さ
つ
）」
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
図
13
）。
同

自
治
会
へ
の
所
属
は
、
慣
習
に
よ
り
血
縁
で
承
継
さ
れ
て
い
る
。

②　

水
産
分
野
の
海
洋
保
護
区

　

本
海
域
に
は
、
漁
業
法
に
基
づ
く
共
同
漁
業
権
区
域
の
ほ
か
、
能
登
沿
岸
水
産
資
源
開
発
区
域
、

外
浦
加
賀
沿
岸
水
産
資
源
開
発
区
域
、
指
定
海
域
（
富
山
湾
・
能
登
沖
海
域
）
と
い
う
、
多
様
な
海

洋
保
護
区
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
共
同
漁
業
権
区
域
内
に
は
、
海
士
町
自
治
会
に
よ
る
自
主

的
禁
漁
区
と
操
業
海
域
が
設
置
さ
れ
て
い
る
（
後
述
）。

図12　石川県輪島市舳倉島海域

図13　海士町自治会「磯入鑑札（いそいりかんさつ）」
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本
海
域
は
国
定
公
園
（
普
通
地
域
）

に
よ
る
開
発
行
為
の
規
制
、
ま
た
水

産
資
源
開
発
区
域
、
お
よ
び
、
指
定

海
域
の
設
定
に
よ
り
、
海
底
の
改
変

や
採
掘
な
ど
の
開
発
行
為
が
規
制
さ

れ
、
場
の
保
全
が
行
わ
れ
て
い
る

③　

そ
の
他
の
海
洋
保
護
区

本
海
域
は
国
定
公
園
（
普
通
地
域
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る

（
２
）
海
洋
保
護
区
の
効
果

①　

資
源
・
生
態
面

　

ま
ず
本
海
域
は
国
定
公
園
（
普
通
地
域
）
に
よ
る
開
発
行
為
の
規
制
、ま
た
水
産
資
源
開
発
区
域
、

お
よ
び
、
指
定
海
域
の
設
定
に
よ
り
、
海
底
の
改
変
や
採
掘
な
ど
の
開
発
行
為
が
規
制
さ
れ
、
場
の

保
全
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
海
女
漁
に
つ
い
て
は
、
共
同
漁
業
権
行
使
規
則
と
県
漁
業
調
整
規

則
に
よ
り
、
漁
具
・
漁
法
、
時
期
、
区
域
、
体
長
の
制
限
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
上
乗
せ

し
て
、
共
同
漁
業
権
の
行
使
者
が
集
ま
る
海
士
町
自
治
会
に
よ
る
操
業
可
能
区
域
と
禁
漁
区
が
長
年

に
わ
た
り
自
主
的
に
設
定
さ
れ
て
き
た
（
図
14
）。
こ
の
禁
漁
区
の
直
接
的
効
果
の
科
学
的
検
証
は

行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
近
年
は
こ
の
海
域
で
ア
ワ
ビ
お
よ
び
サ
ザ
エ
を
中
心
に
漁
獲
量
の
回
復
の
兆

し
が
見
え
て
い
る
（
図
15
）。
投
入
漁
獲
努
力
量
が
大
き
く
変
動
し
て
い
な
い
こ
と
を
想
定
す
れ
ば
、

こ
の
漁
獲
量
の
回
復
は
、
資
源
量
の
回
復
の
指
標
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

②　

漁
業
生
産
・
経
済
面

　

二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
三
年
の
海
女
漁
に
よ
る
水
揚
げ
金
額
を
漁
獲
物
別
に
整
理
し
た
の
が
図

16
で
あ
る
。
平
均
で
み
る
と
、
サ
ザ
エ
（
約
八
三
〇
〇
万
円
）、
モ
ズ
ク
（
約
六
〇
〇
〇
万
円
）、
イ

図14　自主的禁漁区設置海域の変遷
（海士町自治会聞き取り調査結果より作成）

図15　アワビ、サザエの漁獲量の推移（JF いしかわ輪島支所提供データより作成）

2014 年の漁獲量は 2014 年 4 月～ 2015 年 1 月のデータ
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ア
ワ
ビ
の
水
揚
げ
金
額
は
近
年
の
漁

獲
量
の
回
復
の
兆
し
に
伴
い
、
増
加

傾
向

こ
の
海
域
に
お
け
る
諸
海
洋
保
護
区

の
う
ち
、
と
く
に
海
士
自
治
会
が
設

定
す
る
禁
漁
区
と
操
業
可
能
区
域

は
、
海
士
町
自
治
会
の
共
同
体
と
し

て
の
結
束
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、

海
女
漁
に
関
わ
る
地
域
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
の
継
承
に
も
大
き
く
寄

与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た

域
の
組
織
で
あ
る
海
士
町
自
治
会
が
管
理
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
聞
き
取
り
調

査
に
よ
れ
ば
、
自
治
会
は
海
女
漁
の
操
業
人
数
の
管
理
（
磯
入
鑑
札
の
配
分
）、
操
業
時
間
や
休
漁

日
の
設
定
、
禁
漁
区
の
設
定
、
種
苗
放
流
事
業
や
外
敵
生
物
の
駆
除
活
動
な
ど
、
多
様
な
管
理
を
実

施
し
て
お
り
、
共
同
体
の
内
部
で
強
い
効
力
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
公
的
な
管
理
施
策
で

あ
る
漁
業
調
整
規
則
（
県
）
や
共
同
漁
業
権
行
使
規
則
（
漁
業
協
同
組
合
）
よ
り
も
上
乗
せ
的
な
内

容
に
な
っ
て
い
る
。
海
女
漁
は
ア
ワ
ビ
と
サ
ザ
エ
を
主
な
漁
獲
対
象
と
し
て
い
る
が
、
特
に
ア
ワ
ビ

に
つ
い
て
は
「
海
女
は
ア
ワ
ビ
を
採
っ
た
ら
一
人
前
」、「
ア
ワ
ビ
は
海
女
に
と
っ
て
プ
ラ
イ
ド
で
あ

る
」、「
ア
ワ
ビ
を
採
る
こ
と
は
収
入
の
た
め
だ
け
で
は
な
い
」、「
年
に
数
匹
し
か
捕
れ
な
い
よ
う
な

八
〇
〇
グ
ラ
ム
以
上
の
ア
ワ
ビ
は
出
荷
せ
ず
に
自
分
で
買
い
上
げ
、
殻
を
自
宅
で
保
管
す
る
」、「
深

場
に
潜
っ
て
大
き
な
ア
ワ
ビ
を
捕
っ
た
と
き
は
表
情
が
違
う
と
船
頭
に
言
わ
れ
る
」
な
ど
と
い
っ
た

言
及
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
海
域
に
お
け
る
諸
海
洋
保
護
区
の
う
ち
、
と
く
に
海
士
自
治
会
が
設

定
す
る
禁
漁
区
と
操
業
可
能
区
域
は
、
海
士
町
自
治
会
の
共
同
体
と
し
て
の
結
束
を
維
持
す
る
と
と

も
に
、
海
女
漁
に
関
わ
る
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
継
承
に
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
た
。
な
お
、
海
女
漁
業
は
二
〇
一
四
年
に
石
川
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在

は
三
重
県
の
海
女
漁
業
と
も
連
携
し
て
国
の
文
化
財
指
定
お
よ
び
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
へ
の
登
録
を

目
指
し
た
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ワ
ガ
キ（
約
四
八
〇
〇
万
円
）、ア
ワ
ビ（
約

三
七
〇
〇
万
円
）
の
順
で
あ
っ
た
。

　

ア
ワ
ビ
の
水
揚
げ
金
額
は
近
年
の
漁
獲

量
の
回
復
の
兆
し
に
伴
い
、
増
加
傾
向
で

あ
っ
た
。ま
た
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、

自
主
的
禁
漁
区
周
辺
は
大
型
で
成
長
し
た

ア
ワ
ビ
が
採
捕
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
。
な
お
、
石
川
県
漁
業
協
同
組

合
輪
島
支
所
で
は
、
海
女
が
採
捕
し
た
漁

獲
物
の
販
売
に
あ
た
り
、「
輪
島
海
女
採

り
あ
わ
び
」、「
輪
島
海
女
採
り
さ
ざ
え
」

の
商
標
登
録
を
行
い
、
海
女
文
化
を
活
用

し
た
付
加
価
値
（
単
価
）
向
上
の
取
り
組

み
も
行
っ
て
い
る
。

③　

地
域
・
文
化
面

　

本
事
例
の
最
大
の
特
徴
は
、
漁
業
者
組

織
と
し
て
の
漁
業
協
同
組
合
に
加
え
、
地

図16　潜水漁業の漁獲対象別の水揚げ金額の推移（2008 年～ 2013 年）
（JF いしかわ輪島支所提供データより作成）
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伝
統
的
漁
業
文
化
の
維
持
は
、
日
本

の
文
化
的
多
様
性
を
構
成
す
る
の
み

な
ら
ず
、
近
年
は
韓
国
の
海
女
文
化

と
の
交
流
も
始
ま
っ
て
お
り
、
今
後

の
展
開
が
期
待
さ
れ
る

（
３
）
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

本
事
例
は
、
資
源
・
生
態
面
及
び
生
産
・
経
済
面
で
の
効
果
と
と
も
に
、
特
に
地
域
・
文
化
的
な

側
面
に
お
い
て
顕
著
な
効
果
が
確
認
さ
れ
た
事
例
で
あ
っ
た
。
伝
統
的
な
海
女
漁
業
文
化
を
守
り
、

伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
禁
漁
区
や
操
業
可
能
区
域
な
ど
、
自
主
管
理
の
海
洋
保
護
区
の
設
定
が
、

地
域
的
な
共
同
体
（
海
士
町
自
治
会
）
の
意
識
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
海
女
漁
を

持
続
し
て
い
く
た
め
の
取
組
そ
の
も
の
が
共
同
体
の
存
立
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
示
唆

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
伝
統
文
化
を
付
加
価
値
と
し
て
、
単
価
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
も
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
漁
業
文
化
の
維
持
は
、
日
本
の
文
化
的
多
様
性
を
構
成
す
る

の
み
な
ら
ず
、
近
年
は
韓
国
の
海
女
文
化
と
の
交
流
も
始
ま
っ
て
お
り
、
今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ

る
。

４
．
岡
山
県
備
前
市　

日
生
（
ひ
な
せ
）

（
１
）
概
要

①　

調
査
海
域
の
特
徴

　

岡
山
県
備
前
市
日
生
（
ひ
な
せ
）
地
区
（
以
下
「
日
生
」
と
表
記
）
は
岡
山
県
の
最
東
部
に
位
置
し
、

沿
岸
域
に
は
大
小
一
三
の
島
々
か
ら
な
る
日
生
諸
島
が
広
が
っ
て
い
る
。
日
生
で
は
、
縄
文
・
弥
生

時
代
か
ら
漁
労
が
始
め
ら
れ
、
平
城
京
期
に
は
魚
を
税
と
し
て
収
め
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
室

図17　岡山県備前市　日生海域
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一
九
七
三
年
に
制
定
さ
れ
た
瀬
戸
内

海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
に
よ
り
、

栄
養
塩
・
有
機
物
の
排
出
制
限
や
埋

立
の
原
則
禁
止
な
ど
の
水
質
環
境
の

改
善
が
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。
そ
の

努
力
に
よ
り
、
制
定
後
四
〇
年
間
で

年
間
赤
潮
発
生
回
数
は
三
分
の
一
と

な
り
、
海
水
中
の
栄
養
塩
濃
度
も
減

少
、
透
明
度
も
回
復
し
つ
つ
あ
る

漁
業
者
が
設
定
し
た
ア
マ
モ
播
種
区

域
が
あ
り
、
そ
の
一
部
は
平
成

二
十
六
年
か
ら
は
岡
山
海
区
漁
業
調

整
委
員
会
指
示
に
基
づ
く
禁
漁
区
と

な
っ
て
い
る

保
全
協
会
二
〇
〇
六
）。
こ
の
よ
う
な
環
境
破
壊
に
対
処
す
る
た
め
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
漁
業

協
同
組
合
、
岡
山
県
水
産
課
な
ど
の
漁
業
関
係
者
が
協
力
し
て
ア
マ
モ
場
再
生
に
関
す
る
研
究
・
種

撒
・
底
質
改
良
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
き
た
（T

surita et al. printing

）。
な
お
、
高
度
経
済
成

長
期
に
は
、
原
子
力
発
電
所
の
誘
致
や
リ
ゾ
ー
ト
開
発
等
の
計
画
が
あ
が
っ
た
が
、
そ
の
多
く
が
地

元
漁
業
者
の
反
対
に
よ
り
中
止
さ
れ
て
い
る
。

②　

水
産
分
野
の
海
洋
保
護
区

　

日
生
の
沿
岸
域
に
は
、
共
同
漁
業
権
区
域
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
漁
業
者
が
設
定
し
た
ア

マ
モ
播
種
区
域
が
あ
り
、
そ
の
一
部
は
平
成
二
十
六
年
か
ら
は
岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
に

基
づ
く
禁
漁
区
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
、
岡
山
県
海
面
漁
業
調
整
規
則
と
岡
山
県
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
指
示
に
基
づ
く
底
引
き
網
漁
業
操
業
禁
止
区
域
、
漁
業
法
に
基
づ
く
瀬
戸
内
海
漁
業
取
締
規
則

に
よ
る
藻
場
ひ
き
網
漁
業
の
規
制
区
域
な
ど
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

③　

そ
の
他
の
海
洋
保
護
区

　

瀬
戸
内
海
全
体
が
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
日
生
海
域
は

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
区
域
（
普
通
地
域
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
生
諸
島
最
大
の
島
で
あ

る
鹿
久
居
島
の
一
部
は
、
ア
オ
サ
ギ
の
集
団
繁
殖
地
と
し
て
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

町
時
代
に
は
、
京
都
や
大
阪
ま
で
海
産
物
を
運
ん
で
い
た
記
録
が
残
り
、
ま
た
江
戸
時
代
に
は
参
勤

交
代
の
水
先
案
内
を
務
め
る
加
子
の
浦
に
指
定
さ
れ
て
い
た
な
ど
、
古
く
か
ら
漁
業
・
交
通
の
要
地

と
し
て
栄
え
た
地
域
で
あ
る
。

　

瀬
戸
内
海
は
か
つ
て
ア
マ
モ
場
の
海
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
広
大
な
ア
マ
モ
場
が
各
地
に
拡
が
る
海
で

あ
っ
た
が
、
高
度
成
長
期
の
海
洋
水
質
汚
染
・
埋
立
・
人
工
護
岸
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
分
布

域
は
大
幅
に
減
少
し
た
。
岡
山
県
全
体
で
み
て
も
、
戦
前
は
四
，
三
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
っ
た
ア

マ
モ
場
が
一
九
八
〇
年
代
に
は
約
六
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
（
岡
崎
二
〇
一
四
）。

日
生
海
域
で
も
一
九
四
五
年
に
五
九
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
っ
た
ア
マ
モ
場
が
一
九
六
五
年
に
は
八
二
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
一
九
八
五
年
に
は
一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ま
で
減
少
し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
破

壊
が
一
因
と
な
り
、
日
生
で
は
資
源
量
・
漁
獲
量
の
低
下
と
い
う
問
題
も
顕
在
化
し
た
。

　

一
九
七
三
年
に
制
定
さ
れ
た
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
一
九
七
八
年
よ
り
恒
久
法
）
に

よ
り
、
栄
養
塩
・
有
機
物
の
排
出
制
限
や
埋
立
の
原
則
禁
止
な
ど
の
水
質
環
境
の
改
善
が
取
り
組
ま

れ
て
き
た
。
そ
の
努
力
に
よ
り
、
制
定
後
四
〇
年
間
で
年
間
赤
潮
発
生
回
数
は
三
分
の
一
と
な
り
、

海
水
中
の
栄
養
塩
濃
度
も
減
少
、
透
明
度
も
回
復
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
埋
立
に
関
し
て

は
、
法
に
よ
る
原
則
禁
止
後
も
実
際
に
は
継
続
し
て
お
り
、
さ
ら
に
三
〇
，
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

浅
場
の
埋
め
立
て
が
行
わ
れ
た
（
松
田
二
〇
一
四
）。
こ
れ
は
、
瀬
戸
内
海
全
域
の
全
ア
マ
モ
場
面

積
（
二
〇
〇
九
年
時
）
の
約
三
倍
の
面
積
に
相
当
す
る
。
加
え
て
、
人
工
護
岸
化
も
引
き
続
き
行
わ

れ
た
た
め
、
ア
マ
モ
場
が
形
成
さ
れ
う
る
浅
場
面
積
は
引
き
続
き
減
少
し
て
き
た
（
瀬
戸
内
海
環
境
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自
然
公
園
・
普
通
地
域
と
し
て
、
開

発
行
為
の
規
制
と
場
の
保
全
が
行
わ

れ
て
い
る
。
共
同
漁
業
権
区
域
と
し

て
、
海
域
へ
の
全
体
的
な
漁
獲
圧
も

管
理
さ
れ
て
い
る

ア
マ
モ
場
の
増
加
は
い
く
つ
か
の
魚

種
に
対
し
て
は
効
果
が
表
れ
て
始
め

て
い
る
と
推
察

②　

生
産
・
経
済
面

　

ア
マ
モ
場
面
積
の
増
加
が
水
産
対
象
種
に
及

ぼ
し
た
効
果
を
検
証
す
る
た
め
に
、
岡
山
県
農

林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
水
産
研
究
所
（
以
下
水

産
研
究
所
）
が
所
有
す
る
日
生
地
区
の
小
型
定

置
網
（
つ
ぼ
網
）
の
漁
獲
量
デ
ー
タ
に
つ
い
て

漁
獲
量
の
動
向
を
解
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
魚

類
で
は
ア
イ
ゴ
や
ウ
ミ
タ
ナ
ゴ
、
岡
山
県
の
代

表
格
で
あ
る
サ
ッ
パ
（
ま
ま
か
り
）
が
漁
獲
量

の
増
加
傾
向
を
示
し
、
世
代
時
間
の
長
い
魚
種

で
も
サ
ワ
ラ
や
オ
ニ
オ
コ
ゼ
、
カ
サ
ゴ
、
マ
ゴ

チ
、
ヒ
ラ
メ
、
サ
ワ
ラ
、
キ
ジ
ハ
タ
な
ど
で
増

加
傾
向
を
確
認
さ
れ
た
。
以
上
よ
り
、
ア
マ
モ

場
の
増
加
は
い
く
つ
か
の
魚
種
に
対
し
て
は
効

果
が
表
れ
て
始
め
て
い
る
と
推
察
さ
れ
た
。

　

な
お
、
多
く
の
漁
獲
対
象
魚
種
は
稚
魚
期
だ

け
を
ア
マ
モ
場
で
過
ご
し
て
成
長
に
伴
い
深
場

へ
移
動
し
て
し
ま
う
た
め
、
そ
の
効
果
は
よ
り

（
２
）
海
洋
保
護
区
の
効
果

①　

資
源
・
生
態
面

　

自
然
公
園
・
普
通
地
域
と
し
て
、
開
発
行
為
の
規
制
と
場
の
保
全
が
行
わ
れ
て
い
る
。
共
同
漁
業

権
区
域
と
し
て
、
海
域
へ
の
全
体
的
な
漁
獲
圧
も
管
理
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
上
述
の
よ
う
に
、
瀬

戸
内
海
全
域
を
対
象
と
し
た
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
に
よ
り
、
栄
養
塩
・
有
機
物
の
排
出

制
限
や
埋
立
の
原
則
禁
止
な
ど
の
水
質
環
境
の
改
善
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。特
に
日
生
海
域
で
は
、

ア
マ
モ
播
種
区
域
や
禁
漁
区
の
設
置
に
係
る
調
整
効
果
も
相
ま
っ
て
、
他
海
域
よ
り
い
ち
早
く
ア

マ
モ
場
が
回
復
し
、
海
域
内
の
分
布
面
積
が
拡
大
し
て
き
た
（
堀
ら
二
〇
一
一
、
岡
崎
二
〇
一
四
）。

一
九
八
五
年
に
一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ま
で
縮
小
し
て
い
た
分
布
面
積
は
、
二
〇
一
四
年
に
は
二
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
回
復
し（
田
中
二
〇
一
四
）、生
物
の
生
息
場
所
・
産
卵
場
・
保
育
場
と
し
て
の
機
能
、

水
質
・
底
質
の
浄
化
機
能
を
通
じ
て
、
生
態
系
の
改
善
に
も
直
結
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
瀬
戸
内
海
域
に
お
け
る
近
年
の
ア
マ
モ
場
面
積
回
復
は
、
日
生
に
限
っ
た
現
象
で
は
な
い
。

他
の
多
く
の
海
域
で
も
回
復
傾
向
が
み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
上
述
の
よ
う
に
、
日
生
は
他
の
海
域

よ
り
も
早
い
回
復
速
度
を
み
せ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
が
地
元
漁
業
者
ら
に
よ
る
播
種
活
動
の
成

果
な
の
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
た
め
、
ア
マ
モ
解
析
の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
サ
テ
ラ
イ
ト

Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
（
島
袋
ほ
か
二
〇
一
二
）
を
用
い
て
集
団
遺
伝
解
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
漁

業
者
に
よ
る
播
種
が
日
生
周
辺
海
域
の
ア
マ
モ
の
遺
伝
子
流
動
に
対
し
て
有
意
に
影
響
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
図
18
）。

図18　日生海域のアマモ場を対象とした集団遺伝解析の結果。左図の各点間の距離が近
いほど、遺伝的類似度が高いことを示している。アマモの種子は片上海区および
大多府島で採草して各海区へ播種されている。右図の矢印の太さは播種頻度を示
しており、各海区への播種は大多府島由来の種子が多く、この大多府島からの播
種が日生海域のアマモ場の遺伝子流動に影響している。
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ア
マ
モ
場
の
影
響
範
囲
で
は
、
マ
ダ

イ
、
チ
ダ
イ
、
イ
ボ
ダ
イ
お
よ
び
タ

コ
類
の
出
現
が
顕
著
で
あ
っ
た

広
い
海
域
に
及
ぶ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
日
生
地
区
を
含
む
瀬
戸
内
海

全
域
を
対
象
に
、
ア
マ
モ
場
の
有
無
と
漁
獲
量
の
関
係
に
つ
い
て
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）

を
用
い
た
解
析
を
行
っ
た
。
ア
マ
モ
場
の
影
響
範
囲
と
、
無
植
生
の
海
域
と
の
間
で
漁
獲
量
お
よ
び

漁
獲
対
象
種
数
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
漁
獲
量
は
ア
マ
モ
場
の
影
響
範
囲
で
有
意
に
多
い
こ
と
、
単

位
面
積
当
た
り
に
漁
獲
さ
れ
る
魚
種
の
種
数
も
有
意
に
高
い
こ
と
が
判
明
し
た
（
図
19
）。
特
に
、

ア
マ
モ
場
の
影
響
範
囲
で
は
、
マ
ダ
イ
、
チ
ダ
イ
、
イ
ボ
ダ
イ
お
よ
び
タ
コ
類
の
出
現
が
顕
著
で
あ
っ

た
。

③　

地
域
・
文
化
面

　

日
生
に
お
け
る
ア
マ
モ
再
生
活
動
は
、
日
生
地
域
で
操
業
す
る
つ
ぼ
網
漁
業
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
、
漁
業
者
、
漁
協
職
員
、
県
職
員
な
ど
が
連
携
し
て
活
動
を
つ
づ
け
て
き
た
（
図
20
）。
そ

の
活
動
が
徐
々
に
社
会
的
に
認
知
さ
れ
る
に
伴
い
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
観
光
協
会
、
学
校
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど

の
協
力
者
が
徐
々
に
増
加
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
二
〇
一
五
年
度
に
、
ア

マ
モ
再
生
活
動
へ
の
多
様
な
参
加
者
に
対
し
て
、
参
加
の
目
的
、
効
果
、
課
題
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
環
境
保
全
と
漁
業
振
興
を
目
的
と
し
て
活
動
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
、

効
果
と
し
て
は
資
源
回
復
と
漁
獲
向
上
に
加
え
、関
係
者
拡
大
や
結
束
力
効
果
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
、

今
後
は
も
っ
と
活
動
を
周
知
し
、
資
金
・
後
継
者
・
協
力
者
を
確
保
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
こ
と
、

な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
図
21
）。

図19　瀬戸内海全域を対象としたアマモ場およびその近隣の無植生域における漁獲量
および漁獲された種数の比較。

図21　活動の目的（左）活動の効果（中央）活動の課題（右）（n=48）

図20　漁業者によるアマモの再生活動（種の選別作業のようす）
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漁
獲
対
象
種
の
増
減
に
は
ア
マ
モ
場

増
加
の
効
果
だ
け
で
は
な
く
、
栄
養

塩
濃
度
の
変
化
や
高
水
温
の
発
生
頻

度
の
変
化
な
ど
、
他
の
要
因
に
よ
る

効
果
も
働
く
た
め
、
今
後
も
様
々
な

側
面
か
ら
そ
の
効
果
を
科
学
的
に
検

証
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

準
堡
礁
型
の
サ
ン
ゴ
礁
が
発
達
し
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
域
や
グ
レ
ー
ト
バ
リ

ア
リ
ー
フ
に
匹
敵
す
る
、
数
多
く
の

種
類
の
造
礁
サ
ン
ゴ
類
が
確
認
さ
れ

て
い
る

て
伝
承
さ
れ
て
き
た
漁
労
文
化
や
食
文
化
の
継
承
も
併
せ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

５
．
沖
縄
県
石
垣
市　

石
西
礁
湖
（
せ
き
せ
い
し
ょ
う
こ
）

（
１
）
概
要

①　

海
域
の
特
徴

　

石
西
礁
湖
（
せ
き
せ
い
し
ょ
う
こ
）
は
、

沖
縄
県
の
石
垣
島
と
西
表
島
の
間
に
位
置

し
、
南
北
約
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西

約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
日
本
最
大

の
サ
ン
ゴ
礁
域
で
あ
る
。
準
堡
礁
型
の
サ

ン
ゴ
礁
が
発
達
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
域
や

グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
に
匹
敵
す
る
、

数
多
く
の
種
類
の
造
礁
サ
ン
ゴ
類
が
確
認

さ
れ
て
い
る
（
石
西
礁
湖
自
然
再
生
協
議

会
二
〇
〇
七
）。

　

石
西
礁
湖
は
沿
岸
魚
類
の
主
要
な
漁
場

と
な
っ
て
お
り
、
お
よ
そ
二
〇
〇
種
類
の

　

近
年
は
、
地
元
中
学
校
の
環
境
教
育
授
業
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
近
隣

の
漁
協
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
の
社
会
的
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
目
に
見
え
る
形
で
沿
岸
に
設
定
さ
れ
て
い
る
ア
マ
モ
播
種
区
域
は
有
効
に
機
能

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

漁
獲
対
象
種
の
増
減
に
は
ア
マ
モ
場
増
加
の
効
果
だ
け
で
は
な
く
、
栄
養
塩
濃
度
の
変
化
や
高
水

温
の
発
生
頻
度
の
変
化
な
ど
、
他
の
要
因
に
よ
る
効
果
も
働
く
た
め
、
今
後
も
様
々
な
側
面
か
ら
そ

の
効
果
を
科
学
的
に
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
マ
モ
が
提
供
す
る
生
物
の
生

息
場
所
・
産
卵
場
・
保
育
場
な
ど
物
理
構
造
に
関
わ
る
機
能
は
、
一
般
に
多
年
生
の
株
密
度
が
高
く

な
る
に
従
い
増
加
す
る
が
、
株
密
度
が
高
く
な
り
す
ぎ
る
と
逆
に
減
少
し
、
株
密
度
を
横
軸
に
一
山

型
の
曲
線
と
な
る
。
ま
た
、
群
落
の
配
置
も
影
響
し
、
広
大
な
藻
場
が
単
独
で
存
在
す
る
よ
り
、
同

じ
面
積
な
ら
ば
複
数
の
小
さ
い
藻
場
が
集
合
し
て
い
る
ほ
う
が
魚
類
の
生
息
環
境
に
適
し
て
い
る
可

能
性
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
株
密
度
が
高
く
な
り
す
ぎ
る
こ
と
は
、
魚
種
に
よ
っ
て
は
藻
場
内
へ
の
移

出
入
の
障
壁
と
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
た
だ
単
に
ア
マ
モ
を
増
や
せ
ば
よ
い
わ
け
で
は
な
く
、
複

数
の
遷
移
段
階
が
混
在
し
た
様
々
な
株
密
度
の
群
落
の
存
在
が
重
要
で
あ
る
（H

ori et al. 2013

）。

社
会
的
に
は
、
多
様
な
セ
ク
タ
ー
か
ら
ア
マ
モ
場
再
生
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
に
誕

生
し
つ
つ
あ
る
、
日
生
の
地
域
意
識
や
文
化
を
振
興
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
長
い
時
間
を
か
け図22　沖縄県石垣市　石西礁湖
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自
然
再
生
促
進
法
に
基
づ
く
「
石
西

礁
湖
自
然
再
生
協
議
会
」
が

二
〇
〇
六
年
に
設
立
さ
れ
、
石
西
礁

湖
海
域
に
お
け
る
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系

の
再
生
を
め
ざ
し
た
活
動
が
開
始

共
同
漁
業
権
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
内

部
に
ナ
ミ
ハ
タ
と
イ
ソ
フ
エ
フ
キ
の

産
卵
場
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

自
主
的
禁
漁
区
が
設
定
さ
れ
て
い
る

域
に
、
繁
殖
期
の
産
卵
集
群
保
護
を
目
的
と
し

た
自
主
的
禁
漁
区
を
設
置
し
て
い
る
。
い
ず
れ

の
禁
漁
区
も
、
境
界
線
に
ブ
イ
を
設
置
し
、
漁

業
者
自
ら
が
作
業
を
実
施
し
て
い
る
（
図
23
）。

②　

水
産
分
野
の
海
洋
保
護
区

　

共
同
漁
業
権
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
内
部
に
ナ

ミ
ハ
タ
と
イ
ソ
フ
エ
フ
キ
の
産
卵
場
を
守
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
自
主
的
禁
漁
区
が
設
定

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
石
西
礁
湖
に
隣
接
す

る
川
平
湾
と
名
蔵
湾
に
は
、
水
産
資
源
保
護
法

に
基
づ
く
保
護
水
面
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

③　

そ
の
他
の
海
洋
保
護
区

　

石
西
礁
湖
と
西
表
島
は
、
一
九
七
二
年
に
西
表
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
。
一
九
七
七
年
に
は
タ

キ
ド
ン
グ
チ
、
シ
モ
ビ
シ
、
キ
ャ
ン
グ
チ
、
マ
イ
ビ
シ
の
四
地
区
が
海
中
公
園
地
区
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
二
〇
〇
七
年
に
は
国
立
公
園
域
が
石
垣
島
と
そ
の
周
辺
に
拡
大
さ
れ
、
名
称
も
西
表
石
垣
国

立
公
園
に
変
更
さ
れ
た
。
二
〇
〇
六
年
に
は
、
自
然
再
生
促
進
法
に
基
づ
く
「
自
然
再
生
協
議
会
」

魚
類
が
漁
獲
さ
れ
て
い
る
（
太
田
二
〇
〇
八
）。
主
要
漁
法
の
一
つ
で
あ
る
「
電
灯
潜
り
」
は
、
夜

間
に
電
灯
を
も
っ
て
サ
ン
ゴ
礁
域
に
潜
り
、
魚
を
銛
で
突
い
て
採
捕
す
る
と
い
う
、
非
常
に
選
択
性

の
高
い
漁
法
で
あ
る
。
対
象
種
の
ほ
と
ん
ど
は
サ
ン
ゴ
礁
特
有
の
種
で
定
住
性
が
強
く
、
造
礁
サ
ン

ゴ
類
に
棲
み
場
所
、
摂
餌
場
所
、
ね
ぐ
ら
な
ど
様
々
な
様
式
で
依
存
し
て
い
る
（
名
波
二
〇
〇
九
）。

近
年
、
漁
獲
量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
過
剰
な
漁
獲
圧
と
サ
ン
ゴ
礁
の
劣
化
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
サ
ン
ゴ
礁
の
劣
化
要
因
と
し
て
は
、
オ
ニ
ヒ
ト
デ
、
サ
ン
ゴ
食
巻
貝
な
ど
に
よ
る

食
害
、
高
水
温
等
に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
白
化
、
海
洋
酸
性
化
、
陸
域
か
ら
の
汚
染
物
質
な
ど
が
考
え
ら

れ
て
い
る
（
日
本
サ
ン
ゴ
礁
学
会
、
二
〇
一
一
）。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
取
り
組
む
た
め
、
自
然
再
生
促
進
法
に
基
づ
く
「
石
西
礁
湖
自
然
再
生
協
議

会
」
が
二
〇
〇
六
年
に
設
立
さ
れ
、
石
西
礁
湖
海
域
に
お
け
る
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
の
再
生
を
め
ざ
し

た
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
協
議
会
に
は
、
環
境
省
や
沖
縄
県
な
ど
の
行
政
機
関
に
加
え
て
、
地

元
漁
業
者
、
地
元
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
専
門
家
、
海
レ
ク
関
係
者
等
、
多
様
な
利
害
関
係
者
が
参
画
し
、

再
生
の
全
体
構
想
の
作
成
や
、
事
業
を
計
画
・
実
施
し
て
い
る
。
現
在
は
、
協
議
会
の
下
に
組
織
さ

れ
た
陸
域
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
、
赤
土
流
出
防
止
対
策
や
排
水
対
策
を
担
当
し
、
海
域
対

策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
オ
ニ
ヒ
ト
デ
対
策
、
水
産
資
源
管
理
、
海
域
の
適
正
利
用
な
ど
を
担
当

し
て
い
る
。
八
重
山
漁
協
は
、
こ
の
海
域
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
事
務
局
の
一
つ
と
し
て
参
画
し

て
い
る

　

ま
た
八
重
山
漁
業
協
同
組
合
は
、
主
要
な
沿
岸
魚
類
（
ナ
ミ
ハ
タ
と
イ
ソ
フ
エ
フ
キ
）
の
産
卵
海図23　漁業者によるブイ作成作業の様子
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共
同
漁
業
権
に
も
と
づ
き
、
着
業
者

数
と
操
業
日
数
、
漁
具
・
漁
法
、
採

捕
サ
イ
ズ
等
が
規
制
さ
れ
、
海
域
へ

の
全
体
的
な
漁
獲
圧
は
制
御
さ
れ
て

い
る

石
西
礁
湖
は
多
様
な
生
態
系
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
お
り
、
漁
業
、
遊
漁
、

ダ
イ
ビ
ン
グ
、シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、

遊
覧
、
装
飾
品
・
工
芸
品
の
生
産
、

環
境
教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

が
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る

カ
所
の
禁
漁
区
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
は

他
の
魚
種
（
ブ
ダ
イ
類
や
フ
エ
ダ
イ
類
）
も
産
卵

場
と
し
て
利
用
し
て
お
り
（
漁
業
者
へ
の
聞
き
取

り
調
査
結
果
）、
禁
漁
区
が
多
様
な
種
に
効
果
を

及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

②　

生
産
・
経
済
面

　

石
西
礁
湖
は
多
様
な
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
お
り
、
漁
業
、
遊
漁
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、
遊
覧
、
装
飾
品
・
工
芸
品
の
生

産
、
環
境
教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
地
域

経
済
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る
。

　

特
に
主
要
漁
業
種
類
で
あ
る
電
灯
潜
り
漁
業
に
つ
い
て
、
ナ
ミ
ハ
タ
禁
漁
区
の
設
置
に
よ
る
効

果
を
検
証
す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
九
年
～
二
〇
一
二
年
の
ナ
ミ
ハ
タ
の
産
卵
日
を
は
さ
む
一
週
間

の
漁
獲
量
と
単
価
を
比
較
し
た
（
図
25
、
図
26
）。
二
〇
〇
九
年
ま
で
は
、
産
卵
集
群
を
集
中
的
に

漁
獲
し
て
い
た
た
め
、
水
揚
の
集
中
と
単
価
の
下
落
と
い
う
問
題
が
発
生
し
て
い
た
（
秋
田
・
名

波
二
〇
一
二
）。
し
か
し
、
自
主
禁
漁
区
を
設
置
し
た
二
〇
一
〇
年
度
以
降
は
、
産
卵
親
魚
の
漁
獲

量
が
減
少
し
、
ま
た
単
価
の
下
落
も
防
止
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
な
お
実
際
に
は
、

が
石
西
礁
湖
海
域
を
対
象
に
設
立
さ
れ
た
。

（
２
）
海
洋
保
護
区
の
効
果

①　

資
源
、
生
態
面

　

自
然
公
園
普
通
地
域
に
よ
り
、
土
地
改
編
な
ど
の
開
発
行
為
が
規
制
さ
れ
、
生
態
系
の
非
生
物
構

成
要
素
で
あ
る
場
全
体
と
し
て
の
保
護
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ン
ゴ
礁
の
回
復
を
目
的
と
し

た
自
然
再
生
事
業
の
対
象
区
域
に
指
定
さ
れ
、
オ
ニ
ヒ
ト
デ
駆
除
や
サ
ン
ゴ
移
植
、
陸
域
起
源
負
荷

（
赤
土
）
対
策
な
ど
の
活
動
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

共
同
漁
業
権
に
も
と
づ
き
、
着
業
者
数
と
操
業
日
数
、
漁
具
・
漁
法
、
採
捕
サ
イ
ズ
等
が
規
制
さ

れ
、
海
域
へ
の
全
体
的
な
漁
獲
圧
は
制
御
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
石
西
礁
湖
で
の
漁
獲
対
象
種
の
多

く
は
、
そ
の
仔
稚
魚
期
を
沿
岸
の
浅
場
や
礁
斜
面
で
過
ご
し
て
お
り
、
特
に
名
倉
湾
に
は
、
石
西
礁

湖
に
生
息
す
る
種
の
稚
魚
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
保
護
水
面
の
指
定
に
よ
る
採
捕
規
制
や

開
発
規
制
は
、
石
西
礁
湖
の
水
産
資
源
の
保
全
に
直
接
的
に
役
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ナ
ミ
ハ
タ
産
卵
場
の
自
主
的
禁
漁
区
の
設
置
は
、
二
〇
一
〇
年
よ
り
開
始
さ
れ
た
（
図
24
）。
禁

漁
区
設
置
後
の
産
卵
集
群
の
ナ
ミ
ハ
タ
密
度
は
、
設
置
前
に
比
べ
て
一
〇
倍
以
上
に
増
加
し
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
名
波
、
未
発
表
）。
ま
た
、
標
識
調
査
の
結
果
、
こ
の
禁
漁
区
の
設
置
に
よ

り
半
径
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
ナ
ミ
ハ
タ
産
卵
親
魚
が
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ

て
い
る
（N

anam
i et al. 2015

）。
な
お
、
イ
ソ
フ
エ
フ
キ
産
卵
場
の
自
主
的
禁
漁
区
と
し
て
、
五図24　ナミハタの産卵集群（2012 年 5 月、名波敦撮影）



−　−−　−57 56

自
然
再
生
事
業
の
対
象
区
域
に
指
定

さ
れ
て
再
生
活
動
が
始
ま
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
市
民
、
海
洋
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
業
者
や
研
究
者
を
含
む
多
様

な
主
体
と
漁
業
者
が
意
見
や
情
報
を

協
議
す
る
基
盤
が
形
成
さ
れ
た

二
〇
〇
九
年
ま
で
は
産
卵
親
魚
の
水
揚
げ
が
短
期
間
に
集
中
し
た
た
め
、
セ
リ
に
さ
え
か
け
ら
れ
な

か
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
上
記
の
結
果
は
実
際
よ
り
も
過
小
の
評
価
と
な
っ
て
い
る
。

③　

地
域
・
文
化
面

　

電
灯
潜
り
漁
業
を
操
業
す
る
漁
業
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
多
く
の
漁
業
者
は
資
源
が

減
っ
て
い
る
と
い
う
危
機
感
を
共
有
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
漁
協
の
青
年
部

が
積
極
的
に
資
源
管
理
に
取
り
組
み
、
ま
た
組
合
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
電
灯
潜
り
研
究
会
の
議
論

を
経
て
、
ナ
ミ
ハ
タ
産
卵
集
群
保
護
の
た
め
の
自
主
的
禁
漁
区
の
設
置
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、

資
源
の
保
全
と
い
う
共
通
の
目
的
を
共
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

海
洋
保
護
区
に
よ
る
漁
業
者
の
意
識
変
化
と
し
て
重
要
な
点
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
自
然
再
生
事
業
の
対
象
区
域
に
指
定
さ
れ
て
再
生
活
動
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
市

民
、
海
洋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
業
者
や
研
究
者
を
含
む
多
様
な
主
体
と
漁
業
者
が
意
見
や
情
報
を
協

議
す
る
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
。
特
に
、
産
卵
場
の
自
主
的
禁
漁
区
の
設
置
情
報
を
他
セ
ク
タ
ー
と
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
漁
業
者
の
管
理
活
動
へ
の
地
域
全
体
の
理
解
が
大
き
く
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ

る
。

（
３
）
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

本
事
例
は
、
極
め
て
多
様
な
種
を
採
捕
し
て
い
る
漁
業
者
が
、
他
の
セ
ク
タ
ー
と
も
協
力
し
な
が

図25　ナミハタの産卵日をはさむ一週間の総漁獲量（データ：八重山漁協提供）

図26　ナミハタの産卵日をはさむ一週間の平均単価（データ：八重山漁協提供）
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二
〇
〇
六
年
に
設
立
さ
れ
た
石
西
礁

湖
自
然
再
生
協
議
会
に
よ
る
活
動

が
、
地
域
・
文
化
に
与
え
た
効
果
も

重
要

ど
れ
か
一
種
類
の
保
護
区
の
み
に
着

目
し
た
議
論
や
評
価
を
行
う
の
で
は

な
く
、
各
保
護
区
の
目
的
や
特
徴
・

限
界
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
そ
の
組

み
合
わ
せ
に
着
目
し
、
生
態
系
全
体

へ
の
総
合
的
効
果
を
検
証
し
た
う
え

で
、
改
善
策
を
検
討
す
る
視
点
が
必

要

四
．
海
洋
保
護
区
と
持
続
可
能
な
漁
業
の
こ
れ
か
ら

１
．
我
が
国
の
海
洋
保
護
区
の
特
徴
と
効
果

　

前
章
の
事
例
分
析
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
我
が
国
の
海
洋
保
護
区
の
基
本
的
特
徴
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
海
洋
保
護
区
が
同
一
海
域
に
重
層
的
に
設
置
さ
れ
、
そ
の
総
体
と
し
て
、
生
態
系

の
機
能
と
構
造
を
保
全
し
、
持
続
可
能
な
利
用
を
目
指
す
体
制
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

単
一
の
大
き
な
保
護
区
で
広
い
区
域
を
均
一
に
護
る
の
で
は
な
く
、
海
面
利
用
の
空
間
的
・
時
間
的

な
実
態
に
即
し
た
き
め
細
か
い
保
護
区
の
組
み
合
わ
せ
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
我
が

国
の
よ
う
に
何
千
年
に
も
わ
た
り
海
と
か
か
わ
っ
て
発
展
し
て
き
た
社
会
に
お
け
る
生
態
系
保
全
の

姿
と
し
て
、
当
然
の
特
徴
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
ど
れ
か
一
種
類
の
保
護
区
の
み
に
着
目

し
た
議
論
や
評
価
を
行
う
の
で
は
な
く
、
各
保
護
区
の
目
的
や
特
徴
・
限
界
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

そ
の
組
み
合
わ
せ
に
着
目
し
、
生
態
系
全
体
へ
の
総
合
的
効
果
を
検
証
し
た
う
え
で
、
改
善
策
を
検

討
す
る
視
点
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
開
発
が
極
度
に
進
ん
だ
東
京
湾
に
お
い
て
は
、
水
産
分
野
の

海
洋
保
護
区
（
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
お
よ
び
自
主
的
取
り
組
み
）
だ
け
が
唯
一
の
海
洋
保
護
区
で

あ
り
、
他
の
海
洋
保
護
区
が
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
も
、
大
都
市
近
郊
の
海
洋
環
境
保
全
に

お
け
る
水
産
業
の
役
割
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

ら
、
多
様
な
種
の
共
通
の
生
息
場
で
あ
る
サ
ン
ゴ
礁
を
、
共
同
漁
業
権
お
よ
び
自
然
公
園
に
よ
っ
て

一
括
保
全
す
る
と
と
も
に
、
重
要
魚
種
（
イ
ソ
フ
エ
フ
キ
、
ナ
ミ
ハ
タ
）
に
つ
い
て
は
自
主
的
禁
漁

区
に
よ
っ
て
重
点
保
全
を
実
施
し
て
い
る
。
た
だ
し
、資
源
管
理
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、

魚
種
の
生
活
史
全
般
を
考
慮
し
た
、保
護
区
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
望
ま
れ
る
。
具
体
的
に
は
、

生
息
場
の
物
理
環
境
と
行
動
圏
の
広
さ
、
産
卵
等
に
よ
る
移
動
ル
ー
ト
海
域
の
特
性
、
卵
・
仔
魚
の

分
散
、
幼
個
体
が
育
つ
海
域
と
成
体
が
生
息
す
る
海
域
（
漁
場
）
の
つ
な
が
り
、
既
存
の
海
洋
保
護

区
と
の
空
間
的
つ
な
が
り
、
な
ど
を
考
慮
し
て
、
八
重
山
全
体
の
ス
ケ
ー
ル
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設

計
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
〇
六
年
に
設
立
さ
れ
た
石
西
礁
湖
自
然
再
生
協
議
会
に
よ
る
活
動
が
、
地
域
・
文

化
に
与
え
た
効
果
も
重
要
で
あ
る
。
漁
業
者
、
環
境
保
護
団
体
、
市
民
、
海
洋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

業
関
係
者
な
ど
、
多
様
な
セ
ク
タ
ー
の
海
域
利
用
者
が
、
意
見
や
情
報
を
協
議
・
共
有
す
る
基
盤
が

形
成
さ
れ
た
効
果
は
大
き
い
。
毎
日
海
を
見
て
い
る
漁
業
者
が
蓄
積
し
て
い
る
生
態
知
識
（
サ
ン
ゴ

の
海
域
差
や
魚
種
の
分
布
、
オ
ニ
ヒ
ト
デ
の
発
生
状
況
な
ど
）
を
、
協
議
会
が
も
っ
と
有
効
に
活
用

し
、
サ
ン
ゴ
礁
保
全
に
役
立
て
る
方
向
性
も
検
討
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
今
後
こ
の
協
議
会

が
一
層
効
果
的
な
再
生
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
多
様
な
セ
ク
タ
ー
の
関
心
の
共
通
点
や
差

異
に
つ
い
て
の
理
解
と
、
そ
れ
に
即
し
た
活
動
内
容
の
調
整
が
重
要
と
な
ろ
う
。
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①
資
源
・
生
態
面
、
②
漁
業
生
産
・

経
営
面
、
③
地
域
・
文
化
面
、
の
三

つ
に
着
目
し
た
考
察
を
お
こ
な
っ
た

水
産
分
野
の
海
洋
保
護
区
は
、資
源
・

生
態
面
、
生
産
・
経
営
面
、
地
域
・

文
化
面
に
わ
た
る
総
合
的
な
効
果
を

も
た
ら
し
て
お
り
、
持
続
可
能
な
漁

業
の
実
現
に
む
け
た
有
効
な
施
策
の

一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
妥

当

　

最
後
に
③
地
域
・
文
化
面
に
つ
い
て
、
海
洋
保
護
区
設
置
・
管
理
活
動
に
よ
り
、
関
係
漁
業
者
内

部
の
結
束
力
の
強
化
や
資
源
管
理
意
識
（
誇
り
）
の
醸
成
が
進
む
効
果
が
み
ら
れ
る
。
舳
倉
島
で
は

保
護
区
設
置
な
ど
の
活
動
が
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
維
持
と
伝
統
文
化
の
継
承
に
直
結
し
て

お
り
、
東
京
湾
で
は
ア
マ
モ
の
復
活
が
地
域
の
伝
統
的
神
事
の
復
活
に
つ
な
が
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ

れ
ら
の
活
動
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
現
地
漁
業
に
対
す
る
地
域
住
民
の
理
解
・
関
心
・
交
流
が
高
ま

る
効
果
が
み
ら
れ
た
。
日
生
で
は
、
地
元
中
学
の
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。い
わ
ば
、地
域
社
会
に
お
け
る
多
セ
ク
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
の
社
会
的
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
海
洋
保
護
区
が
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
ま
ず
、
漁
業
者
が
設
定

し
た
自
主
的
規
制
な
ど
の
操
業
ル
ー
ル
を
他
の
セ
ク
タ
ー
が
共
有
し
遵
守
す
る
基
盤
と
な
っ
た
こ
と

が
直
接
的
な
効
果
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
長
期
的
な
効
果
と
し
て
、
水
産
セ
ク
タ
ー
の
み
で
は
解
決
で

き
な
い
大
き
な
課
題
や
問
題
へ
の
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
知
床
で
は
国
際
問
題
、

東
京
湾
や
日
生
、
石
垣
で
は
環
境
問
題
や
陸
域
起
源
負
荷
の
問
題
、
知
床
と
日
生
で
は
地
域
活
性
化

な
ど
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
水
産
分
野
の
海
洋
保
護
区
は
、
資
源
・
生
態
面
、
生
産
・
経
営
面
、
地
域
・
文
化

面
に
わ
た
る
総
合
的
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
持
続
可
能
な
漁
業
の
実
現
に
む
け
た
有
効
な
施

策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
総
合
的
効
果
と
し
て
、
①
資
源
・
生
態
面
、
②
漁
業
生
産
・
経
営
面
、
③
地
域
・
文

化
面
、
の
三
つ
に
着
目
し
た
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
ず
①
資
源
・
生
態
面
に
つ
い
て
の
効
果
を
ま

と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
前
章
で
紹
介
し
た
す
べ
て
の
事
例
に
お
い
て
、
共
同
漁
業
権
に
基

づ
く
規
則
や
自
主
的
管
理
に
よ
り
、
乱
獲
回
避
の
た
め
の
漁
獲
圧
の
管
理
が
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
他
の
海
洋
保
護
区
と
も
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
知
床
や
石
垣
で
は
産
卵
集
群
保
護
が
、
東

京
湾
で
は
資
源
と
多
様
性
の
回
復
が
、
日
生
・
石
垣
で
は
場
の
回
復
な
ど
の
取
組
が
す
す
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
資
源
量
の
維
持
・
回
復
と
持
続
的
利
用
、
お
よ
び
生
物
多

様
性
保
全
の
両
立
が
期
待
で
き
る
。

　

次
に
②
漁
業
生
産
・
経
営
面
に
つ
い
て
、
特
定
の
水
産
資
源
を
対
象
と
し
た
海
洋
保
護
区
で
は
、

漁
獲
物
の
単
価
の
向
上
（
知
床
）
や
、
採
捕
個
体
の
大
型
化
（
舳
倉
）、
集
中
水
揚
の
回
避
に
よ
る

価
格
暴
落
の
防
止
（
石
西
礁
湖
）
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
な
お
、
東
北
地
方
の
ナ
マ
コ
管
理

で
は
、海
洋
保
護
区
の
設
置
に
よ
り
漁
獲
物
の
質
が
改
善
さ
れ
た
と
い
う
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る（
牧

野
二
〇
一
三
）。
東
京
湾
の
生
態
系
モ
デ
ル
や
瀬
戸
内
海
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
モ
デ
ル
が
示
し
た
よ
う
に
、
中

長
期
的
に
は
、
海
洋
保
護
区
に
よ
る
資
源
量
や
生
息
場
の
維
持
・
回
復
を
通
じ
て
、
漁
獲
の
維
持
・

改
善
、
そ
し
て
漁
獲
コ
ス
ト
の
低
下
も
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
場
の
保
全
・
回
復
を
通
じ
た

多
様
性
の
向
上
は
、
生
態
系
の
構
造
や
機
能
の
頑
健
性
の
向
上
を
通
じ
て
、
漁
獲
量
と
収
入
の
安
定

化
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、海
洋
保
護
区
等
の
効
果
で
観
光
客
が
増
加
す
れ
ば
、

さ
ら
な
る
付
加
価
値
向
上
や
収
入
機
会
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
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地
域
の
資
源
利
用
者
が
持
続
可
能
な

利
用
を
目
的
と
し
て
主
体
的
に
そ
の

設
置
・
管
理
に
参
画
す
る
と
い
う
日

本
の
自
主
的
海
洋
保
護
区
は
、
そ
の

柔
軟
性
や
多
様
性
、
効
率
性
等
の
面

で
、
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る

真
に
持
続
可
能
な
漁
業
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
海
洋
生
態
系
の
健
全
な

構
造
と
機
能
の
保
全
が
前
提
条
件

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
立
場
で
あ
っ
て
も
合
意
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
真
に
持

続
可
能
な
漁
業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
海
洋
生
態
系
の
健
全
な
構
造
と
機
能
の
保
全
が
前
提
条
件

な
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
人
間
が
海
洋
生
物
を
採
捕
し
食
用
す
る
限
り
、
あ
る
い
は
沿
岸
で
人
間
が
生
活
す
る
限

り
、
そ
の
影
響
を
す
べ
て
排
除
し
た
原
生
自
然
の
実
現
は
不
可
能
で
あ
る
。
特
に
、
多
く
の
ア
ジ
ア

太
平
洋
諸
国
、
地
中
海
や
ア
フ
リ
カ
沿
岸
国
で
は
、
歴
史
的
・
文
化
的
・
生
態
的
に
人
類
に
よ
る
魚

食
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
日
本
で
も
古
来
よ
り
、
海
の
神
秘
を
崇
拝
し
な
が
ら
収
獲
さ
れ
た
海
の
恵

み
を
余
す
こ
と
な
く
利
用
す
る
固
有
の
魚
食
が
発
達
し
（
植
条
一
九
九
三
二
、
瀬
戸
二
〇
〇
九
、
越

智
ら
二
〇
〇
九
、
浜
崎
二
〇
一
三
）、
こ
う
し
た
食
文
化
が
二
〇
一
三
年
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
あ
た
ら
し
い
。
魚
食
文
化
の
否
定
は
、
文
化
的
多
様
性
や
、
生
態

系
を
構
成
す
る
種
の
一
つ
で
あ
る
人
間
と
他
の
生
物
種
の
間
の
固
有
の
関
係
の
否
定
に
も
つ
な
が

る
。
よ
っ
て
、
日
本
を
含
む
こ
れ
ら
の
国
・
地
域
に
お
い
て
は
、
人
間
に
よ
る
海
洋
生
物
の
採
捕
・

食
用
を
前
提
と
し
て
、
海
洋
生
態
系
の
健
全
な
構
造
と
機
能
の
保
全
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。
た

と
え
ば
鹿
熊
（
二
〇
一
一
）
は
持
続
的
利
用
を
前
提
と
し
た
海
洋
保
護
区
を
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
型
海

洋
保
護
区
」
と
定
義
し
て
い
る
。

　

人
間
に
よ
る
採
捕
・
食
用
を
前
提
と
し
た
、
健
全
な
生
態
系
の
構
造
と
機
能
の
保
全
と
い
う
考
え

方
を
、
概
念
的
に
整
理
す
る
と
図
27
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
人
間
の
影
響
が
全
く
な
い
、

理
論
的
な
原
生
自
然
の
状
態
が
青
線
で
あ
る
。
基
盤
と
な
る
非
生
物
場
が
健
全
で
、
か
つ
、
多
様
な

２
．
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
と
持
続
可
能
な
漁
業

　

知
床
世
界
遺
産
に
対
す
る
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
の
評
価
や
、
第
二
章
の
Ｌ
Ｍ
Ｍ
Ａ
や
Ｉ
Ｃ

Ｃ
Ａ
の
議
論
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
地
域
の
資
源
利
用
者
が
持
続
可
能
な
利
用
を
目
的
と
し
て
主
体

的
に
そ
の
設
置
・
管
理
に
参
画
す
る
と
い
う
日
本
の
自
主
的
海
洋
保
護
区
は
、
そ
の
柔
軟
性
や
多
様

性
、
効
率
性
等
の
面
で
、
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
海
洋
保
護
区
を
め

ぐ
る
国
内
外
の
議
論
で
は
、
人
間
の
存
在
を
排
除
し
た
原
生
自
然
（W

ilderness

）
保
護
主
義
と
、

人
間
と
自
然
の
か
か
わ
り
を
前
提
と
し
た
持
続
可
能
な
利
用
（S

ustainable U
se

）
主
義
の
乖
離
が

顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
両
者
の
違
い
は
、
究
極
的
に
は
、
海
か
ら
得
ら

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
ど
れ
を
ど
の
程
度
評
価
す
る
の
か
と
い
う
価
値
観
の

違
い
に
由
来
す
る
（
法
理
・
牧
野
二
〇
一
六
）。
こ
の
違
い
は
、
部
分
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る
“
新
大

陸
”
に
お
け
る
“
未
踏
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
”
に
開
発
さ
れ
た
国
家
と
、
数
千
年
に
わ
た
り
同
じ
土
地

に
住
み
沿
岸
の
魚
を
食
べ
続
け
て
き
た
国
家
の
、
文
化
的
・
歴
史
的
な
差
異
に
由
来
す
る
も
の
で
あ

り
、
国
際
的
議
論
の
場
で
は
十
分
に
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

原
生
自
然
の
保
護
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
は
、
水
産
分
野
の
海
洋
保
護
区
は
水
産
対
象
種
し
か
考

慮
し
て
お
ら
ず
、
真
に
生
物
多
様
性
保
全
に
貢
献
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
、
と
い
う
指
摘
も
存
在

す
る
。
確
か
に
、
海
洋
生
態
系
の
健
全
な
構
造
と
機
能
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
支
え
る
生
物
多
様
性
を

維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
と
し
て
の
水
産
資
源
が
確
保
さ
れ
る
と
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生
物
が
栄
養
段
階
に
応
じ
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
構
成
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
逆
に
、
人
間
の
利

用
に
関
す
る
規
制
や
保
全
施
策
が
な
い
状
態
が
赤
線
で
あ
る
。
無
秩
序
な
利
用
に
よ
り
、
乱
獲
・
資

源
量
の
低
下
、
ひ
い
て
は
種
の
絶
滅
や
特
定
の
種
の
異
常
発
生
な
ど
が
発
生
し
、
ま
た
非
生
物
場
に

つ
い
て
も
破
壊
が
進
む
だ
ろ
う
。
い
わ
ば
、
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
が
壊
れ
た
状
態
で
あ
る
。
最
後
に

緑
線
が
、
生
態
系
の
健
全
な
バ
ラ
ン
ス
（
構
造
）
を
保
ち
つ
つ
持
続
可
能
な
漁
業
が
営
ま
れ
て
い
る

状
態
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
「
人
と
自
然
の
持
続
的
な
か
か
わ
り
（
日
本
生
態
学

会
生
態
系
管
理
専
門
委
員
会
二
〇
〇
五
）」
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ

う
。
よ
っ
て
、
赤
線
の
状
態
を
回
避
し
、
緑
線
の
状
態
に
近
づ
け
て
い
く
効
果
を
有
す
る
と
い
う
意

味
に
お
い
て
、
水
産
分
野
の
海
洋
保
護
区
は
、
海
洋
生
態
系
の
健
全
な
構
造
と
機
能
の
保
全
に
貢
献

し
て
い
る
の
で
あ
る（
青
線
の「
原
生
自
然
状
態
」を
目
標
と
し
て
い
な
い
点
に
注
意
が
必
要
）。な
お
、

こ
の
考
え
方
は
、著
者
が
所
属
す
る
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
漁
業
専
門
家
グ
ル
ー
プ
が
提
唱
し
て
い
る「B

alanced 

H
arvesting

（
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
漁
獲
）」
の
考
え
方
を
基
に
し
て
い
る
（G

arcia, et al. 2012

、

牧
野

2013

）。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
状
態
を
自
然
科
学
的
に
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
に
つ

い
て
は
、
現
在
も
国
際
的
に
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
た
と
え
ば
二
〇
一
六
年

のIC
E

S
 Journal of M

arine S
cience V

ol.73:1616-1723

の
特
集
な
ど
参
照
）。
人
の
関
与
を

前
提
と
し
た
生
態
系
を
議
論
し
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
里
海
（柳

2006

、U
N

U
 IA

S
 

O
U

IK
 2011

）
の
考
え
方
に
も
近
い
と
い
え
よ
う
。

　

た
だ
し
、
海
洋
保
護
区
の
み
で
「
海
洋
生
態
系
の
健
全
な
構
造
と
機
能
の
保
全
」
が
担
保
さ
れ
る

図27　人間の存在を前提とした海洋生態系保全のイメージ
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絶
滅
危
惧
種
の
保
護
は
、
極
め
て
重

要
な
課
題

海
洋
保
護
区
は
、
地
域
の
多
様
な
関

係
者
が
連
携
し
て
、
よ
り
大
き
な
課

題
（
環
境
問
題
、
国
際
問
題
、
陸
域

起
源
汚
染
対
策
、
地
域
振
興
な
ど
）

に
取
り
組
む
際
の
社
会
的
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
も
有
効

３
．
よ
り
よ
い
日
本
型
海
洋
保
護
区
に
む
け
て

　

最
後
に
、
本
稿
の
主
要
な
結
論
を
ま
と
め
、
今
後
の
展
望
に
関
す
る
個
人
的
な
意
見
を
述
べ
た
い
。

海
洋
生
態
系
の
健
全
な
構
造
と
機
能
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
支
え
る
生
物
多
様
性
を
維
持
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
の
み
、
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
と
し
て
の
水
産
資
源
は
確
保
さ
れ
る
。
そ
の
手
段
と
し
て

の
海
洋
保
護
区
を
、
人
間
活
動
を
排
除
す
る
手
段
と
し
て
で
は
な
く
、
持
続
可
能
な
漁
業
と
の
両
立

を
実
現
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
、「
人
に
よ
る
利
用
を
前
提
と
し
た
生
態
系
の
健
全
な
バ

ラ
ン
ス
」
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
事
例
分
析
で
詳
し
く
紹
介
し
た
よ
う
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
海
洋
保
護
区
の
重
層
的
設
置
を
通
じ
た
漁
獲
圧
の
管
理
や
場
の
保
護
、
そ
し
て
生

物
多
様
性
保
全
の
効
果
に
よ
り
、
水
産
資
源
の
増
加
や
生
産
量
の
増
加
、
漁
業
経
営
の
安
定
化
に
一

定
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
海
洋
保
護
区
は
、
地
域
の
多
様
な
関
係
者
が
連
携
し
て
、
よ
り
大

き
な
課
題
（
環
境
問
題
、
国
際
問
題
、
陸
域
起
源
汚
染
対
策
、
地
域
振
興
な
ど
）
に
取
り
組
む
際
の

社
会
的
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
陸
域
や
外
洋
と
の
物
質
循
環
、
透
明
度
や
栄
養
塩
の
維
持
、
絶
滅
危
惧
種
保
護
な
ど
、

海
洋
保
護
区
だ
け
で
は
有
効
に
対
処
し
え
な
い
課
題
も
多
い
。こ
れ
ら
の
課
題
に
適
切
に
対
処
し
て
、

持
続
可
能
な
漁
業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
海
洋
保
護
区
以
外
の
施
策
や
水
産
以
外
の
施
策
と
も
適

切
に
組
み
合
わ
せ
た
総
体
と
し
て
「
人
に
よ
る
利
用
を
前
提
と
し
た
生
態
系
の
健
全
な
バ
ラ
ン
ス
」

を
実
現
す
る
と
い
う
視
点
が
有
効
で
あ
り
、
ま
た
現
実
的
で
あ
る
。

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
い
く
ら
有
効
な
海
洋
保
護
区
が

設
置
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
周
辺
海
域
で
の
操
業
規
制
・
漁
獲
サ
イ
ズ
規
制
・
漁
期
規
制
・

漁
具
規
制
な
ど
が
な
け
れ
ば
、
保
護
区
で
の
取
組
の
効
果
は
半
減
す
る
で
あ
ろ
う
。
陸
域
や
外
洋
と

の
物
質
循
環
や
、
適
切
な
透
明
度
・
栄
養
塩
の
維
持
、
あ
る
い
は
、
絶
滅
危
惧
種
の
保
護
な
ど
に
つ

い
て
も
、
海
洋
保
護
区
の
み
で
は
対
処
で
き
な
い
。
海
岸
線
の
開
発
や
埋
立
事
業
に
お
い
て
も
当
然

生
物
多
様
性
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
、
水
産
施
策
や
環
境
施
策
を
含
む
、
様
々
な
施

策
を
組
み
合
わ
せ
た
全
体
と
し
て
、「
海
洋
生
態
系
の
健
全
な
構
造
と
機
能
の
保
全
」
を
実
現
す
る

と
い
う
視
点
が
有
効
で
あ
り
、
ま
た
現
実
的
で
あ
る
。

　

特
に
絶
滅
危
惧
種
の
保
護
は
、
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
以
降
、
人
類
が
原
因
と

な
っ
て
急
激
に
増
加
し
た
絶
滅
種
お
よ
び
危
惧
種
は
、
生
物
多
様
性
を
構
成
す
る
固
有
の
価
値
を
有

し
て
い
る
。
次
世
代
が
受
け
継
ぐ
べ
き
こ
の
価
値
を
、
こ
れ
以
上
損
な
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
保
護
施
策
を
実
効
的
に
お
こ
な
う
た
め
に
は
、
絶
滅
リ
ス
ク
に
応
じ
た
保
護

施
策
の
強
化
・
解
除
を
順
応
的
に
行
う
こ
と
が
、
現
場
関
係
者
の
理
解
を
得
る
う
え
で
も
、
ま
た
自

然
本
来
の
変
動
に
適
応
す
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
北
海
道
の
ト
ド
の
場
合
、
科
学
的

な
絶
滅
リ
ス
ク
評
価
の
結
果
に
応
じ
て
、「
危
惧
種
の
保
護
」
か
ら
「
人
間
と
の
共
存
」
を
前
提
と

し
た
個
体
数
管
理
に
移
行
し
た
。
同
様
に
、
著
し
く
個
体
数
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
生
態
系
の
バ
ラ

ン
ス
を
崩
す
恐
れ
が
あ
る
種
（
石
西
礁
湖
の
オ
ニ
ヒ
ト
デ
な
ど
）
に
つ
い
て
も
、
駆
除
作
業
や
環
境

変
化
に
よ
り
一
定
程
度
ま
で
個
体
数
が
低
下
し
た
時
点
で
、
駆
除
を
停
止
す
る
必
要
が
あ
る
。



−　−−　−69 68

海
は
国
民
全
員
の
共
有
財
産

　

本
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
わ
が
国
の
海
洋
保
護
区
は
水
産
資
源
の
保
全
や
経
営
安
定
化
に
役
立
つ

だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
漁
業
に
対
す
る
理
解
を
促
進
し
、
ま
た
セ
ク
タ
ー
を
超
え
た
つ
な
が
り

を
醸
成
す
る
社
会
的
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
漁
業
セ
ク
タ
ー
の
説
明
責
任
を
わ
か

り
や
す
い
形
で
果
た
す
手
段
と
し
て
、
ま
た
漁
業
セ
ク
タ
ー
だ
け
で
は
対
処
で
き
な
い
大
き
な
海
の

問
題
に
地
域
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
手
段
と
し
て
、
海
洋
保
護
区
を
積
極
的
に
活

用
し
て
い
く
、
と
い
う
発
想
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
活
動
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
自
然
環
境

変
動
や
社
会
経
済
変
動
に
対
し
て
柔
軟
に
適
応
で
き
る
地
域
水
産
業
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
鍵
で
あ

り
、
ま
た
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
14
の
達
成
に
向
け
て
、
魚
食
国
・
水
産
国
と
し
て
の
日
本
が
世

界
に
発
信
す
べ
き
知
見
と
な
る
だ
ろ
う
。
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我
が
国
沿
岸
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長
年
に
わ
た
り
漁
業
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生
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き
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ろ
う
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。
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開
町
三
五
〇
年
記
念
誌
』

海
士
町
自
治
会

石
川
県
漁
協
女
性
部
海
士
町
支
部
（
二
〇
一
〇
）
宝
の
海
を
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倉
島
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海
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の
文
化
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磯
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岸
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シ
ル
（
国
立
科
学
博
物
館
）
二
〇
〇
九
年
七
月
号

日
本
生
態
学
会
生
態
系
管
理
専
門
委
員
会
（
二
〇
〇
五
）
自
然
再
生
事
業
指
針
、
保
全
生
態
学
研
究

一
〇
：
六
三
～
七
五
．

浜
崎
礼
三
（
二
〇
一
三
）『
海
の
人
々
と
列
島
の
歴
史
』、
北
斗
書
房




